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開会 午前 ９時００分

○議長（梅原好範君） 改めまして、皆さん、おはようございます。

本日は、傍聴大変ご苦労さまです。

本日の会議は、出席者の入場前の検温、手指消毒を行い、出席者及び傍聴者におかれても、

マスク着用としております。

また、感染防止対応のため、議場内の換気の実施、また、水筒等での飲料の持ち込みを許

可しております。

また、傍聴席におきましては、一定の間隔を取り配置をいたしております。ご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。

ただいまの出席議員は１３名であります。

定足数に達しておりますので、令和４年第３回京丹波町議会定例会を開催いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

《日程第１、会議録署名議員の指名》

○議長（梅原好範君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。

会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、今会期中の署名議員は、１１番議

員・松村英樹君、１２番議員・森田幸子君を指名します。

なお、ご両君に差し支えのある場合には、次の議席の方にお願いいたします。

《日程第２、会期の決定》

○議長（梅原好範君） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日から９月２２日までの２３日間としたいと思います。これにご異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

本定例会の会期は、本日から９月２２日までの２３日間と決しました。

会期中の予定については、事前に配付の会期日程表のとおりであります。

《日程第３、諸般の報告》

○議長（梅原好範君） 日程第３、諸般の報告を行います。
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本定例会に町長から提出されております案件は、議案第４６号ほか４４件です。

提案説明のため、畠中町長ほか関係者の出席を求めました。

８月２９日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営について協議されました。

また、同日に全員協議会が開催され、議会運営委員会等の報告が行われました。

議会広報広聴特別委員会には、議会だより第７６号の発行をいただきました。

京丹波町監査委員より、例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付いたして

おります。

本日の会議に京丹波町情報センターによる撮影・収録を許可しました。あわせて、本日の

本会議の収録データの編集、ケーブルテレビによる自主放送番組での放映を依頼しましたの

で報告します。

本日、本会議終了後、議会広報広聴特別委員会を開催しますので、委員の皆様には大変ご

苦労さまですが、よろしくお願いいたします。

以上で、諸般の報告を終わります。

《日程第４、行政報告》

○議長（梅原好範君） 日程第４、行政報告を行います。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） 本日ここに、令和４年第３回京丹波町議会定例会をお願いいたしまし

たところ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集いただきまして、誠

にありがとうございます。

また、日頃、議員各位には、円滑な町政の推進にご支援、ご協力をいただいておりますこ

とに厚く御礼申し上げます。

初めに、７月３日に発生しましたこれまでにない短時間での集中豪雨により、本町におき

ましても河川の増水と氾濫、道路の冠水、のり面崩落や人家への土砂流入など数多くの災害

が発生いたしました。

被災されました方々に心からお見舞い申し上げますとともに、避難所開設をはじめ、災害

状況の把握、応急復旧対策などにご尽力いただきました各区役員の皆様や消防団員の皆様な

ど、ご協力いただきました関係の皆様に心からの敬意を表し、感謝とお礼を申し上げます。

本町といたしましても、京都府など関係機関に対し強く要望を行いながら、本定例会では

復旧予算を上程させていただくとともに、７月６日より受付を開始しましたクラウドファン

ディング型のふるさと納税なども活用しながら、９月以降に予定されます災害査定など早期
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の災害復旧に全力で取り組んでまいります。

このような短期的な集中豪雨は、全国各地で度々発生しているところであり、本町におき

ましても、緊急時の対応についてしっかり準備をしてまいります。

町民の皆様におかれましても、事前に避難施設の確認や避難所での密を回避するために、

親戚や友人宅等への避難も考えていただくなど、いち早く行動に移せるよう日頃から準備し

ていただくよう、よろしくお願いいたします。

私たちの生命、財産を日常的に支えていただいている本町消防団が、先日開催されました

京都府消防操法大会の小型ポンプ操法、ポンプ車操法の両部門において見事優勝され、伝統

ある京丹波町消防団の歴史に新たな名を刻んでいただきました。

連日にわたり厳しい訓練をされた選手の皆さんはもとより、指導いただいた消防団幹部、

訓練を支援いただいた多くの団員、そして選手の皆様をお支えいただいたご家族の皆さん、

全ての関係者の大きな功績に心から感謝を申し上げます。今後来る１０月２９日に千葉県で

開催されます全国消防操法大会出場に向けて、さらに消防団として取組をいただくとともに、

本町としても支援してまいりたいと考えております。

７月から８月にかけて、第７波といわれる新型コロナウイルス感染症の急激な拡大により、

本町でも連日感染者が発生する状況となりました。残念ながらいまだとどまる気配はなく、

感染力の強い変異株が次々と猛威を振るい、医療現場や日常生活にも大きな影響を与えてい

るところです。

町民の皆様には、正しいマスクの着用、小まめな手洗い、外出先での手指消毒設備の活用、

小まめな換気による空気の入替えや、大声での会話など感染リスクの高い行動を控えていた

だくことなど、基本的な感染対策の徹底を引き続きお願いするものです。

現在、重症化予防を目的に実施している４回目のワクチン接種の対象となられる方は積極

的に接種をお願いいたします。

今後におきましても、引き続き、皆様の尊い命や健康、ご家族や大切な方を守るため、さ

らなるご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

また、オミクロン株対応ワクチン接種につきましては、現在、接種体制の構築に向けて準

備を行っているところであり、接種時期等の詳細が分かり次第お知らせをしてまいります。

７月３０日から３回の予定で実施を予定しておりました令和４年度町政懇談会につきまし

ては、私の考えを直接お伝えできる機会と考えておりましたが、さきに申しましたとおり、

新型コロナウイルス感染症拡大の状況から、やむなく変更といたしました。

なお、実施を予定しておりました内容を公開収録し、８月２０日から自主放送番組として
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放映しております。

内容につきましては、京丹波町地域おこし協力隊、木下弱さんとの掛け合いの中で、京丹

波町の状況や魅力を改めて確認した上で、私が目指す「元気、希望、笑顔のあふれるまち」

に向けて、「健やかで幸せな食の町」「教育と子育ての町」「人のふれあいを感じる町」の

３つの柱について、町民の皆様に思いを伝えさせていただいたところです。

町民の皆様には、ご覧いただきました内容について、幅広くご意見を頂きたいと考えてお

ります。

平成２３年３月１１日に発生しました東日本大震災により、町内の原子力発電所が被災し、

町全体での避難を余儀なくされた友好町の福島県双葉町で、このほど役場新庁舎開庁式が挙

行されました。

本町も僭越ながらその場に参加させていただき、長年にわたる避難と、新たにまちづくり

をスタートされるに当たり、町民を代表してお祝いをさせていただいたところです。伊澤史

朗双葉町長と内堀雅雄福島県知事からは、特に京丹波町の長年にわたる交流と支援について、

感謝の言葉を頂きました。

私も当時副町長として、いち早く現地を訪問し、被害状況の大きさを目の当たりにいたし

ました。このたびの開庁式は、非常に感慨深いものがあり、これを機に町の復旧復興が加速

することを祈念するとともに、今後ますます友好を深め、相互にまちづくりを進めていきた

いと決意を新たにいたしました。

さて、今期定例会では、令和３年度決算を上程させていただくこととなりました。限られ

た財源を効果的に活用し、新庁舎整備事業や認定こども園整備事業をはじめ、町民の皆様に

寄り添うまちづくりのための事業を実施したところであります。

これも議員各位並びに町民の皆様の深いご理解とご協力によるものと深く感謝申し上げま

す。

次に、本年度の主要事業の執行状況等について、ご報告を申し上げます。

新たに商工観光課に設置したプロモーション戦略室においては、町全体の価値を高めるた

め対外的な戦略策定を進めることとしており、本年７月に現役の経済産業省職員を「京丹波

町政策アドバイザー」として委嘱させていただきました。

主にプロモーション戦略策定に関し、定期的に来庁し業務をいただきますが、幅広く町政

全般においても、これまでの実績や現状国が推進される政策を含め指導助言いただく予定と

しており、まちづくりの推進に活躍いただけるものと大いに期待しているところです。

次に、長引く新型コロナウイルス感染症により落ち込む地域経済の回復を目指して、町内
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事業者の支援と町民の皆様の消費者支援を目的として実施しております「スーパープレミア

ム商品券」事業につきまして、７月１３日から２７日までの受付期間に、２，３０８件、額

面では１億７，１７２万円の申込みをいただきました。

現在、第２回目の購入申込受付を８月３０日に開始しており、さらなる周知と事業の円滑

な推進に取り組んでまいります。

秋の一大イベントである今年の「京丹波・食の祭典」につきましては、内容をリニューア

ルし食を楽しむ祭典「京丹波マルシェ２０２２」として開催を予定しております。あわせて、

昨年度も実施しましたとおり、「京丹波マルシェ２０２２ ＬＩＮＥスタンプラリー」は、

ＳＮＳを活用し、本町の最大の魅力である「食」をＰＲする取組として開催する予定として

おります。

また、町外にも広く知られております「京都丹波ロードレース大会」につきまして、３年

ぶりの開催を目指して大会実行委員会を立ち上げ、現在、ランナーの申込みを受け付けてい

るところです。

多くの地域の皆様の声援の下、秋の京丹波路を駆け抜けるロードレースは、私が提唱して

いる健康で幸せなまちづくりである「ウェルネスタウン構想」にもつながるものと考えてお

ります。

様々な場面で制約が強いられる現在において、不安や閉塞感を感じる中、以前のような普

通の生活がままならない日々が続いていることと存じますが、非常に厳しいこの局面を町民

皆さんとともに乗り越えていかなければならないと考えております。

次に、教育関係では、近畿中学校総体・ホッケー競技の部において、瑞穂中学校女子チー

ムが３年ぶり３回目の優勝、男子チームが準優勝し、８月１９日から２２日にかけて宮城県

において開催された全日本中学生ホッケー選手権大会に、須知高校男子ホッケー部も近畿予

選を勝ち抜き、四国総体に出場しました。

中でも、瑞穂中学校の男子チームが予選リーグを勝ち抜き、見事、決勝トーナメントに進

出しました。

本町の中・高生たちがコロナ禍の厳しい環境の中で、全国大会にそろって出場し、町民に

元気と希望と笑顔を運んでくれました。選手の皆さんが近い将来、日本代表として世界へと

羽ばたいていくことを大いに期待するものであります。

以上、行政報告とします。

○議長（梅原好範君） 以上で、町長の行政報告を終わります。
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《日程第５、請願の委員会付託》

○議長（梅原好範君） 日程第５、請願の委員会付託を行います。

本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり、総務産建常任委員会に

付託したので報告いたします。

《日程第６、議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入契約について》

○議長（梅原好範君） 日程第６、議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入

契約についてを議題とします。

町長の提案理由の説明を求めます。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） それでは、本日提案させていただきます議案につきまして、その概要

を説明させていただきます。

議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入契約につきましては、小型動力

ポンプ付積載車１台を大槻ポンプ工業株式会社から９９９万９，０００円で購入しようとす

るものであります。瑞穂支団への配属を計画しております。

以上、提案理由の説明とさせていただきます。ご同意賜りますようよろしくお願い申し上

げます。

○議長（梅原好範君） 補足説明を担当課長から求めます。

田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） それでは、議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車

購入契約につきまして、補足説明を申し上げます。

今回の小型動力ポンプ付積載車の購入につきましては、老朽化に伴い更新を行うものであ

り、購入します車両台数は１台です。配属先となる瑞穂支団第３分団第２部の上大久保区と

下大久保区がそれぞれ保有している車両の年数が両区とも２１年経過している状況にありま

す。今回の車両購入につきましては、令和５年３月３１日で車検が満了となります上大久保

区の車両を更新することとして、下大久保区の車両につきましては、令和５年６月の車検満

了に当たり、以降の車両更新につきましては、現在、部内で調整をいただいております。

なお、今年度当初予算におきまして、２台の車両更新を計上しておりましたが、京都府予

算の確保が困難となり、補助事業での整備ができませんので、次年度以降に更新させていた

だくこととして、本定例会にも補正予算をお願いしているところです。

車両につきましては、京丹波町消防団の組織等についての基本方針に基づきまして、計画
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的に配備をしているものでありまして、消防団及び地元分団とも十分協議をする中で決定さ

れたものであります。

それでは、議案書の１契約名から６契約期間を読み上げまして、説明とさせていただきま

す。

１契約名、令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入契約

２契約金額、９９９万９，０００円

３契約の相手方、京都府綾部市本町７丁目６７番地の２、大槻ポンプ工業株式会社 代表

取締役 大槻浩平

４契約の方法、地方自治法施行令第１６７条第１項第１号の規定による指名競争入札

５契約履行場所、京都府船井郡京丹波町蒲生地内（京丹波町役場）

６契約期間、議会の議決を得た日から令和５年３月２４日まで

なお、説明資料としまして、購入いたします車両の概況、参考写真、入札結果表を添付し

ておりますので、ご確認ください。

以上、議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入契約の補足説明といたし

ます。ご審議いただきますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 以上、説明のとおりであります。

これより質疑を行います。質疑はありますか。

山﨑君。

○１番（山﨑裕二君） 今回、指名競争入札ということですが、一般競争入札に適しないとい

うことから指名競争入札になったものと推察しますが、一般競争入札になじまない理由とい

うものを答弁を求めます。

○議長（梅原好範君） 堀内管財課長。

○管財課長（堀内浩二君） 本件につきましては、諸般の事情で自動車の納期のほうが厳しく

なっておりまして、入札不調となっても再度入札する時間的余裕がございませんし、納期ま

での納車がかなわなかった場合に、本町の事業に支障を来すおそれもありますので、指名競

争入札で参加者を確保したということでございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑ありますか。

森田君。

○１２番（森田幸子君） この購入に当たって、何か機能的に以前と違う点がありましたら教

えていただきたいと思います。
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○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） 今回、補助事業を活用させていただいて導入を計画しております。

補助事業の対象となります車両につきましては、救助資機材搭載型という車両になってござ

います。チェーンソーでありますとか発電機、投光器、そういった機材を搭載することがで

きるように加工したものを導入する計画でございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 森田君。

○１２番（森田幸子君） そういう機材の搭載は、現在はできていないのか伺います。

○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） 平成３０年度以降の車両につきましては、全てそういう車両を導

入しております。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑ありませんか。

山田君。

○６番（山田 均君） 私もちょっとお尋ねしておきます。

今、京都府の補助ということでございましたけども、導入を予定しております小型動力ポ

ンプの場合にはどれぐらいの割合で補助率があるのかどうか。

それから、落札の関係で、予定価格に対しての率です。これまで実施してきた落札の率で

言えば大きな違いがあるのかどうか併せて伺っておきます。

○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） 車両の補助率でございますが、２分の１でございます。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） 堀内管財課長。

○管財課長（堀内浩二君） 落札率につきましては９５．３％となっております。過去の状況

が今手元に資料ございませんので、お答えすることができません。

以上でございます。

○議長（梅原好範君） ほかに質疑ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで質疑を終わります。

これより討論を行います。

最初に、原案に反対者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（梅原好範君） 次に、原案に賛成者の発言を許可します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） これで討論を終わります。

これより議案第４６号を採決します。

議案第４６号 令和４年度 小型動力ポンプ付積載車購入契約についてを原案のとおり決

することに賛成の方は挙手願います。

（全員 挙手）

○議長（梅原好範君） 挙手全員であります。

よって、議案第４６号は、原案のとおり可決されました。

《日程第７、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について～日程第４３、認定第１６号

令和３年度京丹波町水道事業会計決算の認定について》

○議長（梅原好範君） お諮りします。

ただいまから上程になります日程第７、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について

から、日程第４３、認定第１６号 令和３年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてま

での議案につきましては、本日は、提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の日

程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

これより、日程第７、諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてから、日程第４３、

認定第１６号 令和３年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてまでを一括議題としま

す。

町長の提案理由の説明を求めます。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） 引き続き提案させていただきます議案につきまして、その概要を説明

させていただきます。

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についてであります。

令和４年１２月末をもって任期満了となります大槻澄子委員を再推薦したいので、議会の

ご意見をお聞きするものであります。

大槻氏は、人権啓発や人権相談など積極的に活動いただいており、引き続き豊富な経験を

生かし職務を遂行していただけるものと思っております。ご同意賜りますようお願い申し上
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げます。

議案第４７号 京丹波町桧山財産区財政管理調整基金設置条例の制定につきましては、財

産区における基金の適正な管理運営を行うため、財政管理調整基金に関する設置条例を制定

するもの。

以下、議案第４８号 京丹波町梅田財産区財政管理調整基金設置条例の制定、議案第４９

号 京丹波町三ノ宮財産区財政管理調整基金設置条例の制定及び議案第５０号 京丹波町質

美財産区財政管理調整基金設置条例の制定につきましても、同じく財産区における基金の適

正な管理運営を行うため、財政管理調整基金に関する設置条例を制定するものでございます。

議案第５１号 京丹波町職員の育児休業等に関する条例の制定につきましては、地方公務

員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴う所要の改正を行うため、現行条例の全部を改

正するもの。

議案第５２号 京丹波町議会議員及び京丹波町長の選挙における選挙運動の公費負担に関

する条例の一部を改正する条例の制定につきましては、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、

所要の改正を行うもの。

議案第５３号 京丹波町手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定につきましては、い

わゆるコンビニ交付サービスの導入にあたり、所要の改正を行うもの。

議案第５４号 京丹波町須知財産区財政管理調整基金設置条例の一部を改正する条例の制

定及び議案第５５号 京丹波町高原財産区財政管理調整基金設置条例の一部を改正する条例

の制定につきましては、規定されている条文の字句の訂正を行うものです。

議案第５６号 令和４年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）につきまして、補正前の

額１０８億８，７０９万円に、今回６億６，８３５万円を追加し、補正後の額を１１５億５，

５４４万円とすることをお願いしております。７月３日に発生しました局地的豪雨により被

害を受けた農地・農業施設などの災害復旧に要する費用を中心に計上させていただくととも

に、繰越金及び普通交付税の額の確定を受けてこれらを反映した編成を行うものであります。

歳出の主な事業といたしまして、初めに総務費では、前年度繰越金の確定により減債基金

への積立てに１億円、財政調整基金への積立てに８，３００万円を計上しております。

また、瑞穂地区旧学校施設管理事業では、被災した旧明俊小学校屋外運動場の復旧工事に

６００万円を計上しております。

次に、民生費では、障害者自立支援事業におきまして、給付費の増加により４，３７７万

８，０００円を計上しております。

農林水産業費では、将来の地域農業を支える人材を確保するための新規就農育成総合対策
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事業に６７５万円を計上するとともに、被災した有害鳥獣被害防止施設の復旧等に要する経

費を支援する有害鳥獣被害防止施設設置事業補助金に９３６万円、畜産施設の復旧等に要す

る経費を支援する農業施設災害復旧事業補助金に４１８万７，０００円を計上しております。

また、林道維持管理事業では、基幹林道の崩土撤去、倒木処理等に要する経費として３５

０万円を計上しております。

土木費では、道路橋梁維持管理事業におきまして、被災した道路維持修繕に係る工事費等

に２，６００万円を計上するとともに、河川維持管理事業では河川の浚渫工事等の費用に５

８５万３，０００円を計上しております。

消防費では、消防団員のさらなる消防力向上を図るため、防火衣の購入など消防団活動運

営事業に１，０４２万４，０００円を計上するとともに、住宅などに流入した土砂等の撤去

経費への助成など災害対策事業に３２２万７，０００円を計上しております。

教育費では、瑞穂小学校の通級指導教室に係る備品購入など、教育振興に必要な経費とし

て小学校教育振興一般事業に３４９万９，０００円を計上しております。

災害復旧費では、農地及び農業施設の災害復旧事業に１億５，１４５万円、林道施設の災

害復旧事業に３，６３５万円、河川等土木施設の災害復旧事業に１億１，３００万円を計上

しております。

次に、歳入でございますが、町税では総額９，６２９万７，０００円を計上しております。

町民税の個人所得割におきまして、収入見込み等により１，０００万円の計上、また、固定

資産税の償却資産においても収入見込み等により８，６２９万７，０００円を計上しており

ます。

地方特例交付金につきましては、交付額の確定により１６５万１，０００円の減額、普通

交付税につきましても同じく交付税の確定により１億３，０３３万７，０００円を減額する

ものであります。

分担金及び負担金では、総額１，８０５万３，０００円を計上しております。災害復旧費

分担金では、農地・農業用施設災害復旧事業分担金を１，７８５万円計上しております。

国庫支出金では、総額８，８２１万９，０００円を計上しております。民生費国庫負担金

では、自立支援給付費国庫負担金を含め、総額で２，３７２万円を計上しております。

また、災害復旧費国庫負担金では、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担金に５，２０２

万６，０００円を計上しております。

府支出金では、総額６，００６万８，０００円を計上しております。

民生費府負担金では、国庫負担金と同様に自立支援給付費府負担金を含め、総額で１，１
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８６万円を計上しております。

また、府補助金では、災害復旧費府補助金として農林水産施設災害復旧補助金に３，３８

７万５，０００円、林道災害復旧費府補助金に１，３００万円を計上しております。

また、寄附金では、災害復旧支援のふるさと応援寄附金として２００万円を計上しており

ます。

繰入金では、林道維持管理事業並びに林道災害復旧事業の財源として、森林環境譲与税基

金繰入金を１，５２９万７，０００円計上しております。

また、繰越金では、前年度繰越金につきまして３億１，５４７万４，０００円を計上した

ところであります。

諸収入では、総額３，１５２万９，０００円を計上しております。

消防団員等公務災害補償基金等受入金や過年度分後期高齢者医療給付費負担金返還金など

によるものであります。

町債では、総額１億１，７３０万円を計上しております。

臨時財政対策債につきましては、本年度発行可能額の確定により１，９８０万円の計上を

行うものであります。

また、災害復旧事業債では、公共土木施設等災害復旧債として補助分・単独分合わせまし

て６，０１０万円、農地・農業用施設災害復旧債として補助分・単独分合わせまして１，９

００万円、林業施設災害復旧債として補助分・単独分合わせまして１，２２０万円を計上し

ております。

最後に、今回の歳出補正額に対して必要な財源を確保するため、財政調整基金繰入金から

５，６０３万５，０００円を繰り入れて財源調整を図ることといたしております。

以上が歳入補正の主な内容となります。その他補助金等の歳入につきましては、それぞれ

関連する特定財源の精査を行い編成したものであります。

以上、一般会計補正予算の提案説明とさせていただきます。

議案第５７号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）では、補

正前の額２億８，７３９万４，０００円に２１８万１，０００円を追加し、補正後の額を２

億８，９５７万５，０００円とすることをお願いしております。

後期高齢者医療広域連合納付金の精査等により増額をお願いするものであります。

議案第５８号 令和４年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事業

勘定において、補正前の額２１億７，４５５万１，０００円に３，４９４万６，０００円を

追加し、補正後の額を２２億９４９万７，０００円とすることをお願いしております。前年
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度介護給付費負担金等の確定等について計上しております。

また、老人保健施設サービス勘定においては、補正前の額１億５，０６０万円に２７万５，

０００円を追加し、補正後の額を１億５，０８７万５，０００円とすることをお願いしてお

ります。人事異動等に伴う人件費及び会計年度任用職員人件費の精査と光熱水費等の施設管

理に係る費用の増額を行うものであります。

議案第５９号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計補正予算（第１号）では、補正前

の額８億９，７６０万円から９０万円を減額し、補正後の額を８億９，６７０万円とするこ

とをお願いしております。

施設管理費における光熱水費、設備等修繕費の増額及び人件費の精査に伴う減額を行うも

のであります。

議案第６０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計補正予算（第１号）では、

補正前の額１億４，１１２万７，０００円に１５２万７，０００円を追加し、補正後の額を

１億４，２６５万４，０００円とすることをお願いしております。

人件費、公債費の精査及び燃料費の増額を行うものであります。

議案第６１号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）では、補正前

の額１，４４０万円に１８万６，０００円を追加し、補正後の額を１，４５８万６，０００

円とすることをお願いしております。

基金条例の制定に伴う基金名称の変更及び財産管理費の増額をお願いするものであります。

議案第６２号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計補正予算（第１号）では、基金条

例の制定に伴う基金名称の変更及び予算科目の組替えをお願いするものであります。

議案第６３号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）では、基金

条例の制定に伴う基金名称の変更及び予算科目の組替えをお願いするものであります。

議案第６４号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計補正予算（第１号）では、補正前

の額３２０万円に７９万６，０００円を追加し、補正後の額を３９９万６，０００円とする

ことをお願いしております。

基金条例の制定に伴う基金名称の変更、積立金及び諸費の増額をお願いするものでありま

す。

議案第６５号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）では、京丹波町

病院における収益的収入及び支出について、補正前の額１０億２，６５１万１，０００円か

ら１５５万１，０００円を減額し、補正後の額を１０億２，４９６万円とすることをお願い

しております。収益的収入については、医業外収益の減額によるものであり、収益的費用に
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ついては、人件費、材料費及び経費等について精査したものであります。

議案第６６号 令和４年度京丹波町水道事業会計補正予算（第１号）では、収益的収入に

おいては、補正前の額１１億４，２３０万円に３９８万５，０００円を追加し、補正後の額

を１１億４，６２８万５，０００円とし、また、収益的支出については、補正前の額１１億

２，９３０万円に１，５８５万９，０００円を追加し、補正後の額を１１億４，５１５万９，

０００円とすることをお願いしております。収益的収入については、他会計補助金の増額に

よるものであり、収益的費用については、人件費の精査及び光熱水費の増額を行うものであ

ります。

続きまして、令和３年度決算認定議案につきまして、概略をご説明申し上げます。

令和３年度に取り組みました主要事業でありますが、念願でありました新庁舎が完成いた

しました。行政機能の効率化、防災拠点としての機能強化を図るとともに、町民の共有財産

として、愛され、集う場として誰もが利用しやすい庁舎を実現いたしました。

また、京丹波町産木材を最大限使用した「たんばこども園」につきましても、新園舎が完

成しました。木の香りがあふれる温かみのある建物となっており、美女山を望む豊かな自然

の中、須知公園に訪れる地域住民が子どもたちのにぎわいを感じ、地域全体で子どもたちを

見守るこども園となっております。

その他、令和３年度に予定しておりました事業は、完成、あるいは着実な進展が図られて

います。

このことは、ひとえに議員各位をはじめ、町民の皆様のご理解とご協力によるものであり、

深く感謝申し上げる次第であります。

次に、会計別決算収支の状況についてでありますが、一般会計の決算額は、歳入１３９億

８，９５０万７，５７６円、歳出１３５億９，２３３万３，２６７円、うち翌年度への繰越

財源３，１７０万円を差引いた実質収支では、３億６，５４７万４，３０９円となっており

ます。

なお、一般会計における令和２年度の実質収支額１億４，６７０万３４２円を差し引いた

単年度収支は２億１，８７７万３，９６７円となり、これに財政調整基金積立額と繰上償還

金を加え、積立金取崩額を控除した実質単年度収支は４億９，８８３万１，１９４円となり

ました。

次に、歳出の目的別の状況でありますが、以下、万円単位にまとめてご報告申し上げます。

まず、議会費は９，１００万円で前年度比２．４％の減、総務費は３０億３，５２９万円

で前年度比２５．９％の減、民生費は３４億３，０７９万円で前年度比１９．６％の増、衛
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生費は１６億５，６２７万円で前年度比１０．１％の増、農林水産業費は１４億８，４３５

万円で前年度比１．７％の増、商工費は３億６７万円で前年度比２２．７％の減、土木費は

７億３，２５５万円で前年度比１３．２％の減、消防費は３億９，２９４万円で前年度比５．

９％の減、教育費は８億５，１６５万円で前年度比４．５％の減、公債費は１６億１，６８

２万円で前年度比１７．２％の増となりました。

なお、労働費及び災害復旧費につきましては執行がありませんでした。

次に、普通会計を基にした財政構造面について申し上げます。

町税は、前年度に比べ５，０４１万円増の１７億２，２８０万円となりました。町民税及

び固定資産税の増加が主な要因であります。

徴収率につきましては、現年度分が９９．２％で前年度から１．８％の増加、滞納繰越分

が４４．５％となり、前年度から２７．５％の増加となりました。

今後とも税負担の公平性を確保するため、京都地方税機構との連携はもとより、細やかな

納税相談の実施などに一層の努力を重ねてまいります。

一方、令和３年度におきましても、滞納処分等の取組を行いながら、町税５０３万円、国

民健康保険税３９０万円を不納欠損処分させていただきました。前年度と比べ町税におきま

しては１６６万円の増となったところであります。貴重な自主財源が徴収に至らなかったこ

とは誠に申し訳なく思いますが、ご理解いただきますようお願い申し上げます。

譲与税・交付金関係では、主に地方消費税交付金や地方特例交付金等の増加により、前年

度と比較して６，４８１万円増額の６億５５０万円、普通交付税では、国の税収が増額とな

り追加交付されたことが影響し、前年度と比較して２億１，４０５万円増の４７億８７２万

円となりました。

また、特別交付税では、前年度と比較して３，９９８万円増の６億１，２１８万円となり

ました。

次に、歳出におきまして、支出を拘束する義務的経費では、前年度と比べ、人件費で５５

万円の減、扶助費では３億３，３７６万円の増、また公債費では、繰上償還が影響し２億３，

６４７万円の増となるなど、全体で５億６，９６８万円増の総額４６億７，２９２万円とな

りました。

また、投資的経費では、普通建設事業費で新庁舎整備事業及び認定こども園整備事業の実

施に伴い、前年度と比べ３億１，４５４万円増の３１億９，０４１万円となりました。

災害復旧事業費では、本年度も執行がありませんでした。

このような決算状況の中、財政構造の指標となります経常収支比率は、前年度比３．９％
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減の８６．１％となり、併せて実質公債費比率につきましては、令和３年度の単年度比率で

は対前年度比０．１％減少し、比率基準となります３か年平均につきましては、前年度比０．

９％減の１６．８％となりました。

経常収支比率の減少要因につきましては、分子である歳出経常一般財源では、物件費や補

助費等は減額となりましたが、公債費や人件費の増額により全体で増加しました。分母であ

る歳入経常一般財源は、地方税や普通交付税の増額等により全体額が大きく増加したことに

より、比率が減少したところであります。

なお、これら指標の算定に大きなウエートを占める普通交付税につきましては、令和３年

度から合併特例措置が終了し、一本算定による交付となっておりますことからも、引き続き、

財政の健全化対策に努めてまいります。

次に、特別会計の決算状況でありますが、国保京丹波町病院事業会計及び水道事業会計を

除く１３特別会計の歳入総額は５５億９，８４２万円、歳出総額は５５億６１９万円で、翌

年度繰越財源を除いた実質収支は９，２２３万円であります。

国保京丹波町病院事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益

は９億７，１６４万円、経常費用は９億５，２３６万円で、差引き１，９２８万円の当年度

純利益となり、当年度未処理欠損金は３億５，６８８万円となりました。

なお、資本的収支では、収入総額２，２６９万円に対し、支出総額は４，４２６万円とな

り、収支差額は２，１５７万円となりました。この収入不足分は過年度分損益勘定留保資金

で補塡したところであります。

水道事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益は１１億３，

２１２万円、経常費用は１０億８，４１１万円で、経常利益は４，８０１万円となり、当年

度純利益についても４，８０１万円となりました。これに前年度未処分利益剰余金を加えた

額１億２，６７０万円を当年度未処分利益剰余金として計上いたしました。

なお、資本的収支では、収入総額３億８，２８５万円に対し、支出総額は８億２７万円と

なり、収支差額の４億１，７４２万円は、消費税資本的収支調整額１，６５７万円。過年度

分損益勘定留保資金１億６，１９５万円及び当年度分損益勘定留保資金２億３，８９０万円

で補塡したところであります。

以上、申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。

提案させていただきました議案は、諮問及び認定案件も含め４３件であります。細部につ

きましては、会計管理者または所管する課長から説明させますので、何とぞ慎重にご審議賜

りまして、原案にご賛同いただきますようよろしくお願い申し上げます。
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○議長（梅原好範君） 補足説明を担当課長から求めます。説明は、日程順にお願いいたしま

す。

久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦についての補足説明を申

し上げます。

人権擁護委員は、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、市町村長がその候補者に

ついて議会の意見を聞いて推薦し、法務大臣が委嘱することとなっております。

任期は３年であります。

京丹波町では、１１人の人権擁護委員さんに活躍いただいています。

今回、諮問いたします大槻澄子委員は、２期目の任期を迎えられるところであります。そ

の他略歴等は添付の資料に記載しておりますので、後ほどご確認をお願いいたします。

以上、補足説明といたします。よろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 中野瑞穂支所長。

○瑞穂支所長（中野竜二君） 議案第４７号 京丹波町桧山財産区財政管理調整基金設置条例

の制定についてから、議案第５０号 京丹波町質美財産区財政管理調整基金設置条例の制定

についてまでの４議案につきまして、条例案の内容が同様でございますので、一括して補足

説明をさせていただきます。

町長の提案説明にありましたとおり、これまで瑞穂地区の各財産区の基金につきましては、

条例を制定せずに管理を行ってきたところでございますが、基金設置条例を制定し、基金の

適正な管理運営を行うことが望ましいことから、各財産区における財政管理調整基金設置条

例を制定するものでございます。

以上、ご審議賜り、ご承認いただきますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） 続きまして、議案第５１号 京丹波町職員の育児休業等に関する

条例の制定について、補足説明を申し上げます。

今回の改正につきましては、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴い、本

町条例の改正を行うものであり、併せまして、従前国の規定を準用してまいりました非常勤

職員に関する規定も併せて明確化するため、全部改正による整理を行うものであります。

改正の主なものの１点目が、育児休業の取得回数制限の緩和等で、育児休業が原則分割取

得不可から２回までの分割取得が可能となる法改正に対応するため、現在、育児休業等計画

書による申出規定の廃止など整備を行うものでございます。
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加えて、この２回までの育児休暇休業とは別に、出生後８週間以内の育児休業も原則分割

取得不可から２回までの分割取得が可能となります。

続いて、２点目は、非常勤職員の育児休業取得要件の緩和、柔軟化に伴うものであります。

出生後８週間以内の育児休業の対象者要件について、任期が満了する期間を子の出生の日か

ら５７日プラス６か月、つまり８か月に緩和されることで、短い任用期間でも取得可能にな

ります。

また、子の１歳到達日以降における非常勤職員の育児休業に関して、取得開始時点を柔軟

化し、夫婦交代での取得可能とするよう改めるものでございます。

資料を別添で付けさせていただいております。そちらをご覧ください。少し長くなります

が、資料の説明をさせていただきます。

１ページ上段の法改正の目的についてはご覧のとおりでございます。

法改正の概要でございます。非常勤職員該当の（１）育児休業の取得要件の緩和でござい

ます。これについては改正後の条例第２条第３号アの規定が該当することになります。非常

勤職員の子の出生後５７日間以内の育児休業を取得する場合の要件を緩和するというもので

ございます。

下の図の中の吹き出しのところでございます。現行ですと１歳６か月に達するまでに引き

続き採用されることが１つの要件でございました。しかし、改正後は、先ほど申し上げまし

たように５７日プラス６か月、いわゆる８か月の期間に任用があれば育児休業を取得するこ

とが可能となります。これが１点目の改正でございます。

続きまして、２ページ目でございます。

同じく非常勤職員の育児休業の取得の柔軟化でございます。これについては第２条第３号

イ、第２条の３第３号、第２条の４の規定が該当します。子の１歳到達日以降、いわゆる１

歳から１歳６か月、１歳６か月から２歳における非常勤職員の育児休業に関して、夫婦交代

での取得を各期間１回まで可能にするよう改正されるものであります。①番といいますか、

その下の図をご覧いただくほうが分かりやすいかと思います。現行でありますが、先ほど申

し上げました出生後５７日以内に１回。それから出生後１歳までの間に１回、１歳から１歳

半の間、それから１歳半から２歳、開始時点が１歳または１歳半の時点に限定されるため、

これまでお父さん、お母さんの交代での取得ができなかったというものでございます。改正

後につきましては、先ほど申し上げました５７日以内に２回、１歳までの間に２回、１歳以

降１歳半の間、１歳半から２歳の間、これまでは１歳半と１歳の開始時点であったのがそれ

ぞれ育児休業を終了された翌日から可能となりますので、夫婦交代での育児休業が可能とな
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るものでございます。

続きまして、３ページでございます。

（３）育児休業の取得回数制限の緩和でございます。これも常勤職員該当でございますが、

育児休業の取得は原則２回まで可能になったことから、先ほど申し上げましたような育児休

業等計画書の申出が不要となりますので、条文、現行条例第３条第５号に該当しますが、こ

れを削除するものでございます。改正後のところに書いておりますように、取得制限回数の

緩和によりまして、申出を行って３か月の経過期間が必要であったものが、改正後につきま

しては、原則２回まで取得できるようになりまして、申出経過期間が不要となるものでござ

います。

その次、イでございます。任期付職員該当でございます。改正後の条例の第３条第７号が

該当すると思います。引き続いての採用または更新によって再度の育児休業について、非常

勤職員と同様に任期付職員も含めて取り扱うように改正をいたします。改正後は、非常勤職

員及び任期付職員も取得可能ということになってございます。

最後、４ページ目でございます。

その他の改正に伴うものでございます。法改正でありましたり、非常勤職員について明確

化するもの等でございますが、③第１７条につきましては改正を予定しております。非常勤

職員における部分休業をすることができない職員について定めるものでございます。それか

ら、④第１８条についても改正を予定しています。同じく非常勤職員について部分休業の承

認について定めるものでございます。⑤第２１条につきましては、本人、配偶者の妊娠、出

産を申し出た職員に対する育児休業制度の周知及び育児休業の取得意向の確認のための措置

を定めるもの。それから、⑥第２２条（新規）でございますが、育児休業を取得しやすい勤

務環境の整備に関する措置を定めるということを明記させていただくものでございます。

以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。ご審議いただきまして、

ご賛同賜りますようよろしくお願いいたします。

続きまして、議案第５２号 京丹波町議会議員及び京丹波町長の選挙における選挙運動の

公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について、補足説明を申し上げます。

今回の改正につきましては、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、物価高騰への対応とし

て、いわゆる選挙公営に係る基準単価等の見直しによるものでございます。

議案書、新旧対照表をご覧ください。

１ページ目、第４条第２号アに規定する選挙運動用自動車の使用に対し支払う１台当たり

の日額が１万５，８００円から１万６，１００円に、同じく同号イに規定する燃料代につき
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ましては、７，５６０円から７，７００円に改正するものです。

２ページ目、第８条でございます。第８条では、選挙運動用ビラの１枚当たりの作成単価

を７円５１銭から７円７３銭に改正するものです。

第１１条、２ページから３ページにかけてになりますが、選挙運動用のポスターの１枚当

たりの作成単価が５２５円６銭から５４１円３１銭に、いわゆる企画費と言われますポスタ

ー制作費につきましては３１万５００円から３１万６，２５０円に改正するものです。

以上、誠に簡単ではございますが、補足説明とさせていただきます。ご審議いただき、ご

賛同賜りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 久木住民課長。

○住民課長（久木寿一君） 議案第５３号 京丹波町手数料徴収条例の一部を改正する条例の

制定についての補足説明を申し上げます。

今回の改正は、住民票の写し及び印鑑登録証明書のコンビニ交付サービス導入に伴う手数

料免除の適用除外規定の追加、その他文言修正を行うものであります。

新旧対照表をご覧ください。

まず、右側の旧の欄、第５条及び第６条中に第２条第３１号という表記が３か所あります

が、これを第２条第１項第２９号に改めるものです。これは過去の条例改正におきまして、

第２条第１項に規定する手数料の種類を削除したことによりまして号ずれが生じましたが、

この箇所の改正漏れがあったことなどによるもので、今回修正のための改正をお願いするも

のでございます。

次に、第５条では、手数料を免除する規定を設けております。例えば、町の公共事業に伴

いまして印鑑登録証明が必要となったときは、第５条の規定に基づき、証明書の交付に係る

手数料を免除していますが、コンビニエンスストア等の多機能端末機では、手数料免除を適

用するか否かを判別することができないため、第５条第２項でコンビニエンスストア等で交

付を受ける場合は、手数料免除を適用しないことを規定するものであります。

したがって、手数料免除の規定を適用する場合は、これまでどおり役場本庁または支所で

交付を受けていただくこととなります。

最後に附則です。

施行日ですが、文言修正に係る改正規定は公布の日から施行し、第５条第２項を追加する

改正規定は、コンビニ交付サービスの開始を予定しております令和４年１１月１日からの施

行としております。

以上、補足説明といたします。よろしくお願いいたします。
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○議長（梅原好範君） 田中総務課長。

○総務課長（田中晋雄君） 続きまして、議案第５４号 京丹波町須知財産区財政管理調整基

金設置条例の一部を改正する条例の制定について、補足説明を申し上げます。

今回の改正につきましては、現行条例の規定において一部の字句表記に誤りが分かりまし

て、正しく整理するものでございます。

新旧対照表をご確認ください。

第５条中、財産管理会となっているものを第６条の表記に整理し、須知財産区管理会とす

るものでございます。

続きまして、議案第５５号 京丹波町高原財産区財政管理調整基金設置条例の一部を改正

する条例の制定につきまして、補足説明を申し上げます。

今回の改正につきましても、先ほどの須知財産区と同様、現行条例の規定において一部の

字句を正しく整理するものでございます。

同じく新旧対照表をご確認ください。

これにつきましても、第５条中、財産管理会となっておりますものを第６条の表記に整理

いたしまして、高原財産区管理会とするものでございます。

以上、誠に簡単でございますが、補足説明とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。

○議長（梅原好範君） 山内財政課長。

○財政課長（山内明宏君） 議案第５６号 令和４年度京丹波町一般会計補正予算（第２号）

につきまして、補足説明を申し上げます。

概要といたしましては、町長の提案理由の説明にございましたとおり、前年度の繰越金と

本年度の普通交付税の確定等に加えまして、７月３日に発生しました局地的豪雨により被害

を受けた農地・農業施設などの災害復旧に要する費用をはじめ、その他行政運営に必要とな

る施策等を中心とした編成としております。

それでは、ページをめくっていただきまして、第１表につきましては、後ほど事項別明細

書により説明をいたします。

初めに、７ページの第２表、地方債の補正をご覧ください。

まず、公共事業等債につきましては、ため池改修事業債として当初予算に計上しておりま

したが、交付税算入が有利な合併特例事業債に振替えをしております。

次に、合併特例事業債につきましては、６，６３０万円増額し、補正後の限度額を４億６

３０万円としております。総務債における旧学校施設改修事業債につきまして、７月の局地
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的豪雨により被災しました旧明俊小学校屋外運動場の復旧工事により５８０万円の増額をお

願いするものであります。

また、農林水産業債では、林道開設事業債におきまして、当初予算では過疎対策事業債を

予定しておりましたけども、全国的に過疎対策事業債の要望が多く、配分額の割り落としが

ございましたので、合併特例事業債に振り替えております。

土木債では、道路改良事業債において、道路新設改良事業の年度交付金確定に伴う事業精

査等により１，７６０万円の増額をお願いするものであります。

同じく土木債の河川改修事業債では、被災した河川の浚渫及び修繕に係る工事により４９

０万円の増額をお願いするものであります。

次に、過疎対策事業債につきましては５，９００万円を減額し、補正後の限度額を２億６，

９３０万円としております。

林道開設事業債を合併特例事業債に振り替えた分の減額、また、土木債における道路改良

事業債において、道路新設改良事業の年度交付金確定に伴う事業精査等により減額するもの

であります。

次に、緊急防災・減災事業債におきましては４９０万円を増額し、補正後の限度額を４，

１２０万円としております。道路新設改良事業の年度交付金確定に伴う事業精査による１，

３８０万円の増額と消防車両更新事業の事業精査による減額等でございます。

次に、臨時財政対策債につきましては１，９８０万円増額し、補正後の限度額を６，９８

０万円とすることをお願いしております。令和４年度発行額の確定を受け増額をお願いする

ものであります。

また、災害復旧事業債としまして、災害復旧に要します事業のうち、起債が充当可能な部

分につきまして予算計上をさせていただいたものでございます。公共土木施設と災害復旧債

に６，０１０万円、農地・農業用施設災害復旧債に１，９００万円、林業施設災害復旧債に

１，２２０万円の増額計上をお願いするものであります。

以上、地方債合計で１億１，７３０万円を増額し、補正後の限度額を８億９，６７０万円

といたしております。うち、交付税の算入は約７１％の６億３，７００万円余りが算入され

る見込みでございます。

次に、補正予算の主な項目について説明をさせていただきます。

事項別明細書の１５ページをご覧ください。

まず、歳出からでございますが、各費目を通じまして、人件費関係全般につきまして、４

月の人事異動に伴う精査を行っております。
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初めに、１５ページから１８ページにわたりますが、２款、総務費、１項、総務管理費、

５目、財産管理費の減債基金積立事業及び財政調整基金積立事業では、地方財政法に基づく

積立金として減債基金に１億円、財政調整基金に８，３００万円を計上しております。

同じく１８ページ、財産管理費の瑞穂地区旧学校施設管理事業では、７月の局地的豪雨に

より被災をしました旧明俊小学校屋外運動場の災害復旧工事として、町有施設維持改修等整

備工事に６００万円を計上しております。

次に、２１ページから２２ページの３款、民生費、１項、社会福祉費、３目、障害者福祉

費の障害者自立支援事業に４，３７７万８，０００円を計上しています。障害者自立支援給

付費の増加に伴い追加をお願いするものであります。

次に、２５ページから２６ページ、下段の６款、農林水産業費、１項、農業費、３目、農

業振興費の新規就農育成総合対策事業に６７５万円を計上しております。将来の地域農業を

支える人材を確保するため、経営が不安定な就農直後の所得を支援するとともに、経営発展

のための機械・施設等の導入を支援するものであります。

また、同じく、農業振興費の有害鳥獣対策事業に９３６万円の計上をお願いするものであ

ります。被災をしました有害鳥獣の被害防止施設の復旧経費ということで、資材費に対しま

しての補助を行うものでございます。補助率につきましては６０％となっております。

次に、２７ページから２８ページの４目、畜産業費でございます。畜産振興対策事業とし

まして４１８万７，０００円の計上をお願いするものであります。被災をしました畜産施設

の復旧経費等に対する補助としておりまして、補助率は５０％、上限は１００万円となって

おります。

次に、２項、林業費、２目、林業振興費の林道維持管理事業としまして３５０万円の計上

をお願いするものであります。基幹林道の崩土撤去、倒木処理等に要する経費を増額するも

ので、維持管理に必要な経費の確保を図るものであります。

次に、２９ページから３０ページ、８款、土木費、２項、道路橋りょう費、２目、道路維

持費の道路橋梁維持管理事業に２，６００万円の計上をお願いするものであります。道路維

持修繕に係る工事費や認定外道路の整備事業に対しての補助金を増額し、維持管理に必要な

経費の確保を図るものであります。

次に、３１ページから３２ページの３項、河川費、１目、河川総務費の河川維持管理事業

に５８５万３，０００円の計上をお願いするものであります。府委託金の増額に伴います河

川除草作業謝礼の増額を行うとともに、被災しました河川の浚渫及び修繕に係る工事費を増

額するものであります。
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次に、９款、１項、消防費、２目、非常備消防費の消防団活動運営事業については、消防

活動中の公務災害災害補償費の増額、退職団員退職報償の確定に伴う不足分の計上及び消防

団の安全装備品、防火衣の整備などに係る経費１，０４２万４，０００円の計上をお願いす

るものであります。

また、５目、災害対策費の災害対策事業では、土のう袋等の購入に係る消耗品費に１５万

円を計上するとともに、住宅への流入土砂等の撤去経費への助成ということで、土砂等撤去

補助金に１４か所分、３０７万７，０００円の計上をお願いするものであります。

次に、３３ページから３４ページの１０款、教育費、２項、小学校費、２目、教育振興費

の小学校教育振興一般事業に３４９万９，０００円をお願いするものであります。京丹波町

メソッドの推進や豊かな学び・文化体験の推進を図るとともに、小学校社会科副読本「わた

したちの京丹波」の更新、瑞穂小学校の通級指導教室に係る備品購入など、教育振興に必要

な経費の増額を行うものであります。

次に、３５ページから３６ページ下段の１１款、災害復旧費、１項、農林水産施設災害復

旧費、１目、農地・農業施設災害復旧事業費の農地・農業施設災害復旧事業に１億５，１４

５万円の計上をお願いするものであります。このうち消耗品費、燃料費の需用費関係につき

ましては、補助災害復旧事業等に係ります工事雑費なり事務雑費の事務費ということで、合

計１５万円計上しております。

１２節、委託料では、災害査定測量設計業務として、測量設計監理業務等委託料に２，４

５０万円を計上いたしております。

１４節、工事請負費では、補助災害復旧工事として、農地１５か所、農業用施設７か所に

係ります経費として５，９５０万円、単独災害復旧工事として、広域農道の崩土除去等に３

００万円を計上するものでございます。

また、１５節、原材料費では、砕石代として補修用資材費に５０万円を計上しております。

それから、１８節、負担金、補助及び交付金では農林漁業事業補助金といたしまして、農

地１９６か所、農業用施設１２３か所の復旧に要する経費に充当をします補助金ということ

で６，３８０万円を計上いたしております。この補助金につきましては、町の単独事業でご

ざいまして、補助率が５０％ということになっております。

次に、３５ページから３８ページにわたりますが、２目、林業施設災害復旧事業費の林道

災害復旧事業に３，６３５万円の計上をお願いするものであります。このうち需用費１５万

円につきましては、補助災害復旧事業に要します工事雑費なり事務雑費の事務費でございま

す。
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１２節、委託料では、災害査定測量設計業務として、測量設計監理業務等委託料に２５０

万円を計上いたしております。

１４節、工事請負費では、補助災害復旧工事として、丹波美山１号線の復旧工事に２，０

００万円、単独災害復旧工事として、林道の崩土除去に８０万円を計上するものでございま

す。

また、１５節、原材料費では、砕石代として補修用資材に５０万円を計上しております。

それから、１８節、負担金、補助及び交付金では、農林漁業事業補助金といたしまして、

地元管理林道等２８か所、作業道１０か所の復旧に要する経費に充当します補助金というこ

とで１，２４０万円を計上いたしております。これにつきましても、町の単独事業でござい

まして、補助率が５０％となっております。

次に、２項、公共土木施設災害復旧費、１目、土木施設災害復旧事業費の河川等災害復旧

事業でございます。総額で１億１，３００万円の計上をお願いするものであります。

１２節、委託料では、災害査定測量設計業務として測量設計監理業務等委託料１，６００

万円を計上いたしております。

１４節、工事請負費では、補助災害復旧工事として道路９か所、準用河川５か所、普通河

川１か所に係ります経費として７，８００万円、単独災害復旧工事として道路２４か所に係

ります経費として１，９００万円を計上するものでございます。

以上が歳出でございます。

戻っていただきまして、事項別明細書の５ページ以降をお願いいたします。

次に、歳入でございます。

初めに、歳入の１款、町税でございますが、６ページの個人町民税の個人所得割におきま

して、収入見込み等から１，０００万円の増額、また、固定資産税の償却資産においても収

入見込み等により８，６２９万７，０００円の増額を行うものであります。

次に、１１款、１項、１目、地方特例交付金でございます。本年度における交付額の確定

に伴いまして１６５万１，０００円を減額するものであります。

次に、１２款、１項、１目、地方交付税でございますが、本年度における普通交付税の確

定に伴いまして１億３，０３３万７，０００円を減額するものであります。当初予算では４

６億５，０００万円と見込み計上をしておりましたが、算定後の普通交付税額は当初見込み

と比べて２．８％の減、交付額は４５億１，９６６万３，０００円となったところでござい

ます。

なお、令和３年度実績と比較しますと１億８，９０５万６，０００円、４．０％の減少と
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なりました。

主な要因といたしましては、普通交付税は自治体が賄えない財源を補う仕組みということ

で、税収が増えると交付税は減ることになります。今回、基準財政収入額におきまして、特

に固定資産税の償却資産と市町村民税の個人所得割につきまして、当初見込みと比べまして

８，０００万円余りの増加となったところでございます。

また、基準財政需要額では、人口と面積を基本とした包括算定経費が当初見込みと比べま

して約３，９００万円の減額や、高齢者保健福祉費や社会福祉費など個別算定経費で当初見

込みと比べまして７，０００万円余りが減額したところで、これらの数値を基に本年度の交

付額が確定算定されたところであります。

次に、１４款、分担金及び負担金、１項、分担金、１目、災害復旧費分担金でございます

が、農地・農業用施設災害復旧事業に係ります分担金として１，７８５万円を計上いたして

おります。

次に、１６款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、民生費国庫負担金、１節、社会福

祉費負担金では、自立支援給付費国庫負担金に２，１８８万９，０００円を計上しておりま

す。給付費の増額に伴うものであります。

次に、７ページ、８ページ上段の同じく国庫支出金の３目、災害復旧費国庫負担金につき

ましては５，２０２万６，０００円を計上しております。公共土木施設の補助災害復旧に要

します国からの負担金となっております。

次に、１７款、府支出金、１項、府負担金、１目、民生費府負担金、１節、社会福祉費負

担金では、自立支援給付費府負担金に１，０９４万５，０００円を計上しております。給付

費の増額に伴うものであります。

次に、同じく府支出金の２項、府補助金、４目、農林水産業費府補助金、１節、農業費補

助金では、先ほど歳出のほうでも説明をいたしましたけれども、新規就農者育成総合対策事

業補助金ということで、就農直後の所得支援、経営発展のための機械・施設等の導入支援に

充当する補助金として６７５万円を計上しております。

次に、９ページ、１０ページ上段の９目、災害復旧費府補助金４，６８７万５，０００円

でございます。これにつきましては、農林水産施設災害復旧補助金としまして３，３８７万

５，０００円、それから林道災害復旧費府補助金としまして１，３００万円を見込みまして

予算計上をしております。

次に、１９款、１項、１目、寄附金では、ふるさと応援寄附金につきましては、災害復旧

支援のふるさと納税を募り、現在の寄附金の収納状況から寄附金額の推計を行いまして２０
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０万円を追加するものであります。この寄附金につきましては、農地・農業施設災害復旧事

業に充当いたしております。

次に、２０款、繰入金、２項、基金繰入金では、４目、森林環境譲与税基金繰入金につい

ては、林道維持管理事業並びに林道災害復旧事業の財源として１，５２９万７，０００円を

計上するものであります。

次に、２１款、１項、１目、繰越金では、前年度繰越金の確定によりまして３億１，５４

７万４，０００円を計上しております。

次に、９ページから１２ページにわたりまして、２２款、諸収入、５項、雑入、５目、雑

入では、１節、消防団員等公務災害補償基金等受入金として災害補償費受入金に２５０万円、

退職報償費受入金に４４８万８，０００円を計上するとともに、２節、雑入では、過年度分

後期高齢者医療給付費負担金返還金として２，１４８万５，０００円を計上しております。

また、消防団の安全装備品、防災衣の整備に係る財源として消防団員安全装備品整備等助

成金に２０５万５，０００円、コミュニティ助成事業補助金に１００万円を計上しておりま

す。

次に、１１ページから１４ページにわたりまして、２３款、１項、町債につきましては、

総額で１億１，７３０万円の増額をお願いするものであります。冒頭、第２表の地方債補正

で説明させていただいた内容に基づき、必要な補正をお願いするものであります。

戻っていただきまして、９ページから１０ページでございます。

２０款、繰入金、２項、基金繰入金、１目、財政調整基金繰入金でございます。今回、５，

６０３万５，０００円を計上いたしておりまして、事業費に不足します部分につきまして、

本財政調整基金からの繰入れを見込んでいるところでございます。

また、その他各種の特定財源につきましても、それぞれ精査を行いまして必要な補正をお

願いをしております。

以上、議案第５６号 一般会計補正予算（第２号）の補足説明といたします。ご審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 補足説明の途中ですが、これより暫時休憩に入ります。再開は１０時

５０分とします。

休憩 午前１０時３６分

再開 午前１０時５０分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。

久木住民課長。
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○住民課長（久木寿一君） 議案第５７号 令和４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正

予算（第１号）について、補足説明を申し上げます。

最終ページから戻っていただきまして、事項別明細書５ページ、６ページをお願いいたし

ます。

まず、歳入です。

３款、繰入金の一般会計から繰り入れる保健事業費繰入金では、人間ドック助成金の財源

のうち、町独自の助成分７３万４，０００円を計上しています。

飛びますが、５款、諸収入では、人間ドック助成金の財源のうち、京都府後期高齢者医療

広域連合の健康診査事業費補助金１４万７，０００円を増額しています。それぞれ受診者の

増加を見込み増額するものであります。

４款、繰越金は、前年度繰越金の確定により１３０万円を増額しています。これは令和３

年度の出納整理期間中に収納した保険料で、令和４年度に繰り越して支払うものであります。

次に、７ページ、８ページの歳出であります。

２款、後期高齢者医療広域連合納付金では、後期高齢者医療広域連合保険料等負担金を１

３０万円増額しています。これは歳入でも申し上げましたが、令和３年度の出納整理期間中

に収納し、それを繰越金として措置した保険料分であります。

３款、保健事業費では、健康診査等事業で人間ドック助成金について、受診者を当初予算

の７０人から２５人増加の９５人と見込み、８８万１，０００円を増額しています。

以上、補足説明といたします。よろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 岡本福祉支援課長。

○福祉支援課長（岡本明美君） それでは、議案第５８号 令和４年度京丹波町介護保険事業

特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして、補足説明を申し上げます。

主なものにつきまして、歳入から説明をさせていただきます。

事項別明細書の５ページからの歳入をお願いいたします。

３款、国庫支出金、２項、国庫補助金、１目、調整交付金では、地域支援事業の事業費の

増額に伴い２万円の増。２目、地域支援事業交付金では、事業費の精査及び過年度交付額の

確定に伴い３７万９，０００円の減。

４款、支払基金交付金では、地域支援事業の事業費の増額及び過年度交付額の確定に伴い

３０万９，０００円の増。

５款、府支出金、２項、府補助金、１目、地域支援事業交付金では、事業費の精査及び過

年度交付額の確定に伴い１９万９，０００円を減額するとともに、２目、高齢化対策推進事
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業費補助金では、第９期介護保険事業計画の策定経費に対する補助金として２６万円を計上

させていただいております。

７款、繰入金、１項、一般会計繰入金では、地域支援事業の事業費の精査等に伴い５１万

２，０００円の減。２項、基金繰入金では、前年度繰越金の確定による収入増に伴い、介護

給付費準備基金繰入金を皆減としております。

続きまして、７ページ、８ページの８款、繰越金では、前年度繰越金として４，９５３万

９，０００円を計上しております。

続きまして、９ページからの歳出をお願いいたします。

１款、総務費、４項、計画策定委員会費では、先ほど歳入の説明で申し上げました高齢化

対策推進事業費補助金の計上に伴います財源振替のみを計上させていただくものでございま

す。

２款、保険給付費につきましても、先ほど歳入の説明で申し上げました前年度繰越金の確

定及び介護給付費準備基金繰入金の減額に伴います財源振替のみを計上させていただくもの

でございます。

続きまして、１１ページをお願いいたします。

１１ページ下段の３款、地域支援事業費、２項、介護予防・生活支援サービス事業費では、

１枚おめくりいただきまして、町内事業所に委託をしております通所型サービスＡ事業に係

ります備品購入費として１６万４，０００円を計上するとともに、会計年度任用職員人件費

につきまして、期末手当の必要見込額として７万９，０００円の増額を計上させていただい

ております。４項、包括的支援事業・任意事業費では、地域包括支援センターの相談業務に

係ります公用車の燃料費として６万円を計上するとともに、生活支援コーディネーター設置

事業委託料につきましては、社会福祉協議会に対し人件費相当額の８割を支出しているもの

で、人事異動に伴います委託料の精査により１５３万４，０００円の減としております。

４款、基金積立金では、国等からの過年度分の地域支援事業に係ります追加交付分と、前

年度繰越金のうち介護給付費に係る国等への返還すべき額などを差し引きました残額の合計

２３２万８，０００円を追加させていただき、収支の均衡を図ることとしております。

なお、補正後の予算ベースで令和４年度末基金残高は２億２，１５７万９，０００円と見

込んでおります。

６款、諸支出金では、令和３年度分の国の介護給付費負担金等の返還金として３，３８４

万９，０００円を計上しております。

以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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○議長（梅原好範君） 豊嶋医療政策課長。

○医療政策課長（豊嶋浩史君） 続きまして、老人保健施設サービス勘定の補足説明を申し上

げます。

最初に、事項別明細書の７ページ、歳出から主なものについてご説明させていただきます。

今回の補正は、１款、総務費の１目、一般管理費の補正でございます。一般管理事業につ

きましては７３万円の増額。特に、光熱水費につきまして、電気代の高騰に伴い５５万２，

０００円の増額。また、人件費でございますが、人事異動に伴う人員の変更等によりまして

７８万９，０００円の増額。会計年度任用職員の雇用形態の変更などによりまして、人件費

（フルタイム）につきまして５９０万９，０００円の減額。人件費（パートタイム）につき

まして４６６万５，０００円の増額計上をお願いするものでございます。

５ページに戻っていただき、歳入をご覧ください。

４款、繰越金２７万５，０００円は、前年度繰越金の確定による増額計上でございます。

以上、簡単でございますが、補足説明とさせていただきます。何とぞご審議いただき、ご

賛同賜りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） 保田上下水道課長。

○上下水道課長（保田利和君） 議案第５９号 令和４年度京丹波町下水道事業特別会計補正

予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。

まず初めに、歳出からご説明申し上げます。

事項別明細書の７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費では、人事異動に伴う人員の変更に

伴い１，２７４万２，０００円を減額するものでございます。

次に、２款、下水道費、１項、農業集落排水費、２目、施設管理費の需用費及び２項の公

共下水道費、２目、施設管理費の需用費では、それぞれ光熱水費と修繕料の増額をお願いす

るものでございます。

光熱水費につきましては、電気代の高騰に伴い、農業集落排水施設管理事業では１５か所

の下水処理場と１６１か所の中継ポンプの電気代の不足が見込まれることから２２４万円の

増額。また、公共下水道施設管理事業では４か所の下水処理場と１１１か所の中継ポンプの

電気代の不足が見込まれることから２６４万円の増額をお願いするものでございます。

また、修繕料につきましては、農業集落排水施設管理事業におきましては、下大久保処理

場の微細目スクリーンの修繕。蒲生処理場の流入流量計の修繕及び粗目スクリーンの修繕料

として合計２８０万９，０００円の増額。そして、公共下水道施設管理事業におきましては、
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下山浄化センターと瑞穂浄化センターの雑用水給水ポンプの修繕など合計４１５万３，００

０円の増額をお願いするものでございます。

次に、歳入でございますが、５ページにお戻りください。

５款、繰入金では、一般会計繰入金を１０１万円減額するもので、内訳といたしましては、

農業集落排水事業分として１２９万８，０００円の減額。特定環境保全公共下水道事業分と

して１６５万９，０００円の増額。また、浄化槽市町村整備推進事業分として１３７万１，

０００円を減額するものでございます。

次に、６款、繰越金では、前年度の繰越金が確定したため、１１万円を増額するものでご

ざいます。

以上、簡単ではございますが、議案第５９号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 堀企画情報課長。

○企画情報課長（堀 友輔君） 議案第６０号 令和４年度京丹波町町営バス運行事業特別会

計補正予算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。

ページをめくっていただきまして、第１表につきましては後ほど事項別明細書により説明

いたします。

初めに、５ページの第２表、地方債の補正をご覧ください。

過疎対策事業債におきまして、借入限度額１，２００万円から５０万円を増額し、補正後

の借入限度額を１，２５０万円とするもので、増額する理由としましては、今年度のバス購

入額の確定によるものです。

次に、補正予算の内容につきまして、歳出から説明いたします。

事項別明細書７、８ページをお願いします。

１款、１項、事業費、１目、運行事業費の運行一般事業では、１０節、需用費につきまし

て、原油価格の高騰を受け燃料費に不足が生じることから２７万４，０００円を増額するも

のです。また、会計年度任用職員人件費（フルタイム）では、人件費の精査により、３節、

職員手当等について７７万６，０００円の増額。１８節、負担金、補助及び交付金では、退

職手当組合負担金について４６万２，０００円を増額するものです。

続いて、２款、１項、公債費、２目、利子では、長期債償還事業で、２２節、償還金、利

子及び割引料の長期債償還利子につきまして、借入率の変動により１万５，０００円を増額

するものです。

続いて、ページを戻っていただき、５、６ページの歳入をお願いします。
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４款、１項、１目、繰越金につきましては、前年度繰越金の確定により２６万６，０００

円を増額いたします。

６款、町債は、先ほどの第２表で説明のとおり５０万円の増額を行うものです。

次に、７款、府支出金、１項、府補助金、１目、総務費府補助金については、利用者への

利便性向上に向け、町営バス各路線及びバス車両のナンバー表示を行う取組を今年度進めて

おり、この事業財源として、京都府交通確保対策費補助金が交付されることとなりましたこ

とから１５万２，０００円の追加をお願いするものです。

また、今回、補正に伴います歳出額の増加により、財源の不足が生じますことから、３款、

１項、繰入金、１目、他会計繰入金、１節、一般会計繰入金に６０万９，０００円の増額を

お願いするものです。

以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご賛同いただきますようお願いいた

します。

○議長（梅原好範君） 中野瑞穂支所長。

○瑞穂支所長（中野竜二君） 桧山、梅田、三ノ宮、質美の各財産区特別会計補正予算につい

て、補足説明を申し上げます。

最初に、議案第６１号 令和４年度京丹波町桧山財産区特別会計補正予算（第１号）は、

補正前の額１，４４０万円に１８万６，０００円を追加し、補正後の額を１，４５８万６，

０００円とするものでございます。

歳入について、事項別明細書５ページをご覧ください。

１款、財産収入、１項、財産運用収入、１目、財産貸付収入、１節、土地建物貸付収入で

ございますが、ゴルフ場運営会社から貸付地における土地賃借料の減額に係る要望を受け、

２０％、２６１万２，０００円を減額するものでございます。２目、利子及び配当金は、財

政管理調整基金条例の制定に伴う基金名称の変更でございます。

２款、１項、１目、基金繰入金は、基金条例の制定に伴う基金名称の変更と６１万５，０

００円を増額するものでございます。

３款、１項、１目、１節、前年度繰越金は、額の確定により１２１万円を増額するもので

ございます。

５款、府支出金、１項、府補助金、１目、総務費府補助金、１節、総務費補助金は、豊か

な森を育てる府民税活用補助金９７万３，０００円を増額するものです。

次に、歳出でございますが、７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、２４節、積立金では、財政管理調
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整基金条例の制定に伴う基金名称の変更でございます。２目、財産管理費、１２節、委託料

では、府補助金を活用した倒木の撤去等の作業委託料１８万６，０００円を増額しておりま

す。

桧山財産区は、以上でございます。

続きまして、議案第６２号 令和４年度京丹波町梅田財産区特別会計補正予算（第１号）

は、予算科目の組替え等を行うもので、全体の補正額はゼロ円となっております。

歳入について、事項別明細書５ページをご覧ください。

１款、財産収入、１項、財産運用収入、２目、利子及び配当金は、財政管理調整基金条例

の制定に伴う基金名称の変更でございます。

２款、繰入金、１項、１目、基金繰入金につきましては、基金条例の制定に伴う基金名称

の変更と８０万４，０００円を減額するものでございます。

３款、１項、１目、繰越金、１節、前年度繰越金は、額の確定により８０万４，０００円

を増額するものでございます。

次に、歳出でございます。

７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、２４節、積立金では、財政管理調

整基金条例の制定に伴う基金名称の変更でございます。

以上が梅田財産区でございます。

続きまして、議案第６３号 令和４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）

は、予算科目の組替え等を行うもので、全体の補正額はゼロ円となっております。

歳入について、事項別明細書５ページをご覧ください。

１款、財産収入、１項、財産運用収入、２目、利子及び配当金は、財政管理調整基金条例

の制定に伴う基金名称の変更でございます。

２款、繰入金、１項、１目、基金繰入金につきましては、基金条例の制定に伴う基金名称

の変更と２０万３，０００円を増額するものでございます。

３款、１項、１目、繰越金、１節、前年度繰越金は、額の確定により２０万３，０００円

を減額するものでございます。

歳出でございますが、７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、２４節、積立金では、財政管理調

整基金条例の制定に伴う基金名称の変更でございます。

以上が三ノ宮財産区でございます。
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続きまして、議案第６４号 令和４年度京丹波町質美財産区特別会計補正予算（第１号）

は、補正前の額３２０万円に７９万６，０００円を追加し、補正後の額を３９９万６，００

０円とするものでございます。

歳入について、事項別明細書５ページをご覧ください。

１款、財産収入、１項、財産運用収入、１目、財産貸付収入、１節、土地貸付収入でござ

いますが、財産区所有地を地元農家に貸し付けたことにより８万８，０００円を増額するも

のです。２目、利子及び配当金は、財政管理調整基金条例の制定に伴う基金名称の変更でご

ざいます。

２款、繰入金、１項、１目、基金繰入金、１節、基金繰入金につきましては、前年度繰越

金の確定により基金取崩しを行う必要がなくなったことから３０万円を減額するものでござ

います。

３款、１項、１目、繰越金、１節、前年度繰越金は、額の確定により１００万８，０００

円を増額するものでございます。

次に、歳出について、７ページをご覧ください。

１款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費、２４節、積立金では、財政管理調

整基金条例の制定に伴う基金名称の変更と、歳入補正に伴い７８万２，０００円を増額し積

み立てることとしております。３目、諸費、１８節、負担金、補助金及び交付金は、財産区

所有地の新規貸付に伴い、高度利用補助金１万４，０００円を増額するものでございます。

以上、議案第６１号から議案第６４号までの瑞穂地区の各財産区特別会計補正予算の補足

説明とさせていただきます。ご審議賜り、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。

○議長（梅原好範君） 豊嶋医療政策課長。

○医療政策課長（豊嶋浩史君） 議案第６５号 令和４年度国保京丹波町病院事業会計補正予

算（第１号）の補足説明を申し上げます。

まず、収益的支出で主なものをご説明いたします。

明細書３、４ページ、京丹波町病院事業費用をご覧ください。

こちらは、４月に医師１名を新規採用したことに伴う府立医科大学からの小児科医派遣医

師の減員、定期人事異動等に伴う人件費の精査により、給与費で２６２万２，０００円を減

額しております。

また、電気代の高騰及び給食、清掃、医事課業務の長期契約の締結により委託料が確定し

たことに伴い、経費で４８万６，０００円の増額をしております。
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明細書５ページ、６ページ、和知診療所事業費用をご覧ください。

定期人事異動等に伴う人件費の精査と府立医科大学の消化器内科医師減員によりまして、

給与費で１６５万３，０００円を減額しております。

また、電気代の高騰及び医事課業務の長期契約の締結により委託料が確定したことに伴い、

経費で１６３万１，０００円を増額しております。

続きまして、和知歯科診療所事業費用をご覧ください。

人事院勧告等に伴う人件費の精査により、給与費で１８４万４，０００円を減額しており

ます。また、治療で歯の詰め物に必要な金属資材、金とか銀とかパラジウムの高騰に伴い材

料費で１０６万５，０００円を、電気代の高騰に伴い経費で３０万円の増額をそれぞれお願

いするものです。

戻っていただき、明細書１ページ、２ページ、収益的収入をご覧ください。

京丹波町病院及び和知歯科診療所においては、固定資産における補助金及び受贈財産分の

精査により長期前受金戻入を減額し、和知診療所においては、和知老健施設からの医師給与

分担金の減額をすることにより、合わせて１５５万１，０００円の減額をお願いするもので

ございます。

以上、簡単ではありますが、補足説明とさせていただきます。何とぞご審議いただき、ご

賛同賜りますようお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） 保田上下水道課長。

○上下水道課長（保田利和君） 議案第６６号 令和４年度京丹波町水道事業会計補正予算

（第１号）につきまして、補足説明を申し上げます。

１０ページ、１１ページの予算明細書をご覧ください。

今回、補正をお願いしております収益的勘定の収益的収入及び支出につきまして、ご説明

申し上げます。

最初に、下段の収益的支出をご覧ください。

１款、水道事業費用、１項、営業費用、４目、総係費について、１，５８５万９，０００

円の増額をお願いするものでございます。

内訳といたしましては、節の給料から報酬までは職員８名と会計年度任用職員２名分の人

件費につきまして、人事異動等により精査したもので合計で１８５万９，０００円の増額を

お願いするものでございます。

次に、光熱水費につきましては、電気代の高騰に伴い、浄水場の２２施設やポンプ場の２

８施設のほか、配水池施設など水道施設の電気代の不足が見込まれることから１，４００万
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円の増額をお願いするものでございます。

次に、上段の収益的収入をご覧ください。

２項、営業外収益、２目、他会計補助金として一般会計からの繰入金について、繰出基準

の精査に伴い３９８万５，０００円の増額をお願いするものでございます。

以上、簡単ではございますが、議案第６６号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 十倉会計管理者。

○会計管理者（十倉隆英君） それでは、認定第１号 令和３年度京丹波町一般会計歳入歳出

決算の認定についてから、認定第１５号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計決算の認定

についてまで、それぞれ決算書に沿って主なものについて補足説明を申し上げます。説明が

少し長くなりますことをお許しいただきたいと思います。

それでは、初めに、認定第１号 令和３年度京丹波町一般会計歳入歳出決算です。

決算書の１ページ、実質収支に関する調書をお開きください。

令和３年度一般会計決算額は、歳入総額１３９億８，９５０万７，５７６円で、前年度に

比べ２．１％の減、歳出総額は１３５億９，２３３万３，２６７円で、前年度に比べ２．

５％の減となりました。歳入歳出差引額は３億９，７１７万４，３０９円で、翌年度へ繰り

越すべき財源３，１７０万円を差し引いた実質収支額は３億６，５４７万４，３０９円とな

りました。

次に、１２ページからの事項別明細書をお開きください。

本決算書より様式が変更となり、明細書の節までを見開き左側ページに、調定額以降を右

側ページに記載しております。

それでは、歳入の主なものについて収入済額を中心に説明いたします。

予算額、調定額等は割愛させていただきます。

１款、町税は、１７億２，２８０万９７９円で、前年度に比べ３．０％の増となりました。

町税のうち、町民税は５億８，８０３万２，７５４円で、前年度に比べ２．０％の増、個人

町民税において、所得割の増加や退職者の増加による退職分離の増加により７１９万２，５

７４円の増となりました。また、法人町民税においては、従業員数の変更に伴う７号法人か

ら９号法人への変更や、新たな７号法人４社の増加により４５８万円の増となりました。

固定資産税は、９億８，６８２万７，９５４円で、前年度に比べ３．５％の増、償却資産

については、太陽光発電設備の設置による課税対象者が増加したことにより２，５５２万３，

５３２円の増、滞納繰越分については、前年度の新型コロナウイルス感染症に伴う徴収猶予
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特例の申請による納付期限延長分の全額納付により、前年度に比べ２，９４４万８，０７０

円の増となりました。

軽自動車税は、６，４７６万３７１円で、前年度に比べ１．１％、７３万２，６４３円の

増となりました。

町たばこ税は、８，３１７万９，９００円で、前年度に比べ５．７％の増となりました。

１３ページ上段に戻っていただきまして、町税の収入未済額は５，５９４万６，９４９円

で、前年度に比べ３，０６８万７，３０３円の減となりました。不納欠損額は５０３万１，

５７９円で、前年度に比べ１６５万６，４２２円の増。個人町民税１８人、法人町民税１件、

固定資産税１１０人、軽自動車税４８人について、地方税法に基づき処理しました。

町税全体の徴収率は９６．６％で、前年度に比べ１．７％上昇しました。

なお、現年課税分は９９．２％でした。

１２ページ下段の２款、地方譲与税は１億２，２９６万円で、前年度に比べ１．３％の増。

１４ページ、３款、利子割交付金は１０８万１，０００円で、前年度に比べ３．４％の減。

４款、配当割交付金は１，０４７万２，０００円で、前年度に比べ３６．１％の増。

５款、株式等譲渡所得割交付金は１，２１４万２，０００円で、前年度に比べ４２．２％

の増となりました。

６款、法人事業税交付金は、都道府県税であります法人事業税の一部を市町村の財政運営

の安定化に寄与するため、令和２年度から新たに交付されたもので、令和３年度においては、

経過措置により納入された法人事業税額の７．７％を交付することとされており、前年度よ

り１，２４７万３，０００円増の２，３６８万８，０００円の交付となりました。

７款、地方消費税交付金は３億１，４６１万円で、前年度に比べ６．９％の増。

１６ページ、８款、ゴルフ場利用税交付金は６，６２４万１，７００円で、前年度に比べ

１．３％の減。

９款、自動車取得税交付金は６，７６４円で、前年度に比べ９４．６％の減。

１０款、環境性能割交付金につきましては、旧自動車取得税交付金に変わるもので、令和

２年度より通年交付となっており１，２１５万１，０００円で１６．６％の減となりました。

１１款、地方特例交付金は３，９９２万６，０００円で、新型コロナウイルス感染症対策

地方税減収補塡特別交付金の創設により、前年度に比べ２２５．０％の大幅な増となりまし

た。

１２款、地方交付税は５３億２，０８９万６，０００円で、そのうち普通交付税は４７億

８７１万９，０００円で、前年度に比べ４．８％の増。特別交付税は６億１，２１７万７，
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０００円で、前年度に比べ７．０％の増となり、全体で５．０％、２億５，４０２万２，０

００円の増となりました。

１８ページ、１３款、交通安全対策特別交付金は２２２万３，０００円で、前年度に比べ

１．０％の増。

１４款、分担金及び負担金は１，３３２万６６９円で、前年度に比べ３１．４％の増。そ

のうち、３目、教育費負担金の学童保育負担金が前年度に比べ２３３万３，８４０円増加し

ました。

下段からの１５款、使用料及び手数料は１億９，３２７万５，４２３円で、前年度に比べ

３７．３％の減。そのうち、２０ページの１項、使用料、３目、農林水産業使用料、２節、

農村多元情報施設使用料においては、民営化移行により１億１，３８０万６，７３７円の大

幅な減となりました。

２４ページの１６款、国庫支出金は１３億４，８８０万９，６１６円で、前年度に比べ４

４．８％の大幅な減となりました。前年度交付のあった特別定額給付金給付事業費補助金１

３億７，９００万円が皆減となったことなどによるものです。

２８ページからの１７款、府支出金は７億１，０４９万７,８３８円で、前年度に比べ２

０．５％の減となりました。２項、府補助金では、２８ページの２目、民生費府補助金が４

６．０％の減。２節、老人福祉費補助金において、前年度交付のあった老人福祉費補助金の

地域密着型サービス等整備助成事業補助金４，５１４万７，０００円が減額となり、３０ペ

ージからの４目、農林水産業費府補助金では３４．５％の減。１節、農業費補助金において、

前年度交付のあった畜産競争力強化整備事業補助金１億４，６３３万４，０００円の皆減に

より大幅な減額となりました。

３４ページの１８款、財産収入は１億１，６２０万７，３７２円で、前年度に比べ１８．

０％の減。主なものとして、２項、１目、不動産売払収入、２節、立木売払収入が１，３７

１万１，９６７円の減となったことや、前年度において、ケーブルテレビ事業の民営化に伴

い、株式会社丹波情報センターの株式譲渡額１，０００万円が皆減としたことによるもので

す。

３６ページの１９款、寄附金は１億３，４７２万８，６３１円で、前年度に比べ２６．

３％と大幅な増加となりました。２節、総務費寄附金のふるさと応援寄附金件数は１，３５

３件の増加となりました。

２０款、繰入金は４億３，５１２万６，０４７円で、前年度に比べ２８．４％の増。２項、

２目、振興基金繰入金は２億１，２００万円を新庁舎整備事業など全般的なまちづくり経費
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に必要な施策への充当財源として取り崩し繰り入れています。３８ページの５目、減債基金

繰入金につきましては、計画的な繰上償還のため１億円を取り崩し繰り入れています。

２１款、繰越金は、令和２年度繰越事業財源分の１億９，９９１万６，０００円を含め３

億４，６６１万６，３４２円で、前年度に比べ５０．０％の増となりました。

２２款、諸収入は１億４，００２万７，１９５円で、前年度に比べ０．８％の増。

歳入の最後、４４ページ、２３款、町債は総額で２９億１７０万円、前年度に比べ５億１

１０万円、２０．９％の増となりました。令和３年度は新庁舎整備事業債や認定こども園整

備事業債、ケーブルテレビ民営化推進事業債などの借入れを行ったため、大幅な増加となり

ました。

以上、一般会計歳入の説明といたします。

続きまして、歳出です。

歳入と同様に明細書の節までを見開き左側ページに、支出済額以降を右側ページに記載し

ております。

それでは、主なものについて予算額、不用額等は割愛させていただき、支出済額を中心に

説明いたします。

また、各会計における人件費の状況は、別冊の事業報告書に掲載しておりますので、費目

ごとの説明は省略させていただきます。

４８ページの１款、議会費は９，０９９万７，６０１円で、前年度に比べ２２６万５，７

３８円、２．４％の減となりました。主には議員定数削減によるものです。

５０ページ、２款、総務費は３０億３，５２９万３，８８０円で、前年度に比べ１０億６，

２３８万３，０４１円、２５．９％の大幅な減となりました。主な要因として特別定額給付

金給付事業の皆減によるものです。令和４年度への繰越額は１，５２４万５，０００円とな

っています。総務費の主なものは、１項、総務管理費、１目、一般管理費では、５４ページ、

２４節、積立金で、令和３年度に寄附を受けたふるさと応援寄附金７，５２０件、１億、３，

０２８万４，０００円に利子分を加えた１億３，０２９万３，０００円をふるさと応援寄附

金基金に積み立てました。

５６ページからの５目、財産管理費では、最終年度となる新庁舎整備事業として、１２節、

委託料では、測量設計監理業務等委託料のうち、新庁舎建設工事監理業務等に２，４８６万

８，２００円を支出。１４節、工事請負費では、新庁舎整備工事として１２億５，４３６万

３，３３６円を支出。１５節、原材料費では、工事用原材料費として９７４万２，３００円

を支出。１７節、備品購入費では、ロッカーや机、椅子等に１億１，３７９万２，３３６円
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を支出しております。

なお、消耗品等を含めました令和３年度の新庁舎整備事業費は１４億５６７万６，３３１

円となりました。

５８ページ、２４節、積立金では、減債基金積立金１億１万２，０００円、財政調整基金

積立金８，０１９万６，０００円など各種基金に合計１億８，０６７万４，０００円積み立

てました。

下段からの７目、支所費では、瑞穂支所及び和知支所の維持管理事業や財産管理事業に１

億４，１６９万３，８８４円を支出。６０ページ、１４節、工事請負費において、和知支所

施設改修工事として、有事の際に迅速に対応できるよう消防等の資機材の保管倉庫などを整

備し、３０４万５，３５０円を支出しました。

６２ページの９目、諸費では、１２節、委託料で、グリーンランドみずほ管理運営委託料

など２，２１６万円を支出。１８節、負担金、補助及び交付金で、街灯（防犯灯）のＬＥＤ

化などに街灯設置補助金１９９万１，０００円を交付、２５区、１９５か所の整備が図られ

ました。

１０目、交通対策費では、６４ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、町営バス利

用促進助成金に５０万５，８００円。高齢者運転免許講習実施支援事業補助金に１６０万２，

０００円などを交付し、２７節、繰出金では、町営バス運行事業特別会計へ１億１，４５９

万円を繰り出しました。

１１目、地域振興事業費では、６６ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、区等が

行う集会所や運動施設整備等に対して、１２の区に自治振興補助金９４４万円を、空き家の

有効活用により地域の活性化を図るため、明日のむら人移住促進事業補助金として１８件で

１，９２０万円を、安全で活力ある地域づくり等に対するコミュニティ助成事業補助金とし

て１組織に２２０万円を、住民自治組織によるコロナ対策を支援するため、住民自治組織新

型コロナウイルス対策支援事業補助金として７組織に１９８万７，０００円などを交付し、

地域振興を支援しました。

１２目、電算管理費では、１２節、委託料で、コロナ禍を踏まえたさらなる情報発信力の

強化を図るためのホームページリニューアル委託料として２，０７６万５，３６０円を支出

し、令和４年４月１日より運用を開始しました。

６８ページ、２項、徴税費、１目、税務総務費では、７０ページ、２２節、償還金、利子

及び割引料で、過誤納金返還金５２７万５５３円を支出。前年度に比べ４０２万５，１９１

円の大きな減少となりました。
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７０ページ、２目、賦課徴収費では、１２節、委託料で、令和６年度固定資産税の評価替

えに向けた３か年にわたる固定資産宅地評価見直業務委託料として３９４万９，０００円を

支出。７２ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、京都地方税機構負担金として６１

２万４，６０６円を負担しました。

最下段からの４項、選挙費では、７４ページの３目、衆議院議員選挙費に１，８４６万１，

７６８円。７６ページ、４目、町長選挙費に１，５０６万７，２９３円。７８ページ、５目、

町議会議員選挙費に１，４８１万３，６５５円。６目、知事選挙費に４７５万１，１７３円

などをそれぞれ支出しております。

次に、８０ページ下段の３款、民生費は、３４億３，０７８万８，９８３円で、前年度に

比べ５億６，２９８万９，７９３円、１９．６％の大幅な増となりました。主な要因として、

認定こども園整備事業や住民税非課税世帯等及び子育て世帯への臨時特別給付金などによる

ものです。令和４年度への繰越額は５，８８７万７，０００円となっています。

１項、社会福祉費、１目、社会福祉総務費では、８２ページ、１８節、負担金、補助及び

交付金で、民生児童委員活動補助金１，０６５万２，７７０円、社会福祉協議会専任職員等

補助金３，４８７万９，０００円。８５ページ、町内事業所の福祉人材確保対策事業として、

介護福祉士資格取得講習等受講料等助成金は１３件で５４万１，０００円、社会福祉法人等

介護人材確保支援事業助成金は６件で１３２万２，０００円など各種補助金を交付しました。

また、生活・暮らしへの支援として、住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

は１，８８８世帯に１億８，８８０万円を給付しました。２０節、貸付金では、介護福祉士

育成修学資金貸付事業として４件、３１２万６，０００円を貸し付けました。２７節、繰出

金では、国民健康保険事業特別会計へ１億２，８２９万２，６３１円を繰り出しました。３

目、障害者福祉費では、８６ページの１２節、委託料で、共同作業所運営委託料１，９５１

万６，０００円。重症心身障害者通院通所支援事業委託料６３１万６，１１７円。聴覚言語

障害センター事業委託料４７１万３，５００円。日中一時支援事業委託料７３３万７，２８

２円をはじめ、障害者の地域生活をサポートする各種事業の委託料など、合計で５，１０９

万４，４２３円を支出。１９節、扶助費では、重度心身障害老人健康管理事業給付費２，２

７６万３，０２８円。心身障害者医療給付費５，１８５万５，７２６円。障害者自立支援給

付費４億２，１０６万４，４４６円など、合計で前年より１，５５６万８，２２２円増の５

億２，３９４万２，８２６円となりました。

８８ページの４目、老人福祉費では、１２節、委託料で、延べ２，７４２人の利用があっ

た在宅高齢者の生活を支援する外出支援サービス事業委託料８６８万６，６６５円や、延べ
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１，４３５人の利用があった食の自立支援サービス事業委託料１，４５９万９，３８０円な

ど、合計２，３６２万７，２５５円を支出。１８節、負担金、補助及び交付金では、シルバ

ー人材センター運営補助金に７００万円。後期高齢者医療広域連合に対し、後期高齢者医療

共通経費負担金として６０４万５，０９４円。後期高齢者医療給付費負担金２億２，３５３

万６，７４０円など、合計で前年より３，５７３万７，９３７円減の２億４，１０９万５，

７５９円となりました。

２７節、繰出金では、合計４億５，２５９万８，１５３円を支出。そのうち介護保険事業

特別会計の事業勘定と老人保健施設サービス勘定へ３億７，５３５万２３６円、後期高齢者

医療特別会計へ事務費分、保険基盤安定分、保健事業分合わせて７，７２４万７，９１７円

を繰り出しました。

９０ページの２項、児童福祉費は、総額１５億１９０万３，３６９円を支出しました。主

なものは、１目、児童福祉総務費、７節、報償費では、４８人の出産に対するすこやか祝金

５６５万円。１２節、委託料では、ファミリーサポートセンター事業委託料に４６０万円。

９３ページの測量設計監理業務等委託料は、たんばこども園新園舎新築工事ほか監理業務の

令和３年度分として１，５５６万９，４００円。１４節、工事請負費では、こども園施設整

備工事に７億７，９０２万８，９６０円を支出しております。

なお、一般備品等を含めました令和３年度の認定こども園整備事業費は８億１，２９３万

５，２１８円となりました。

１８節、負担金、補助及び交付金では、低所得の子育て世帯への支援として、住民税均等

割が非課税の保護者に対し子ども１人当たり５万円を支給する子育て世帯特別給付金を対象

者１３６人に６８０万円。また、子育て世帯を支援するため、子育て世帯への臨時特別給付

金を対象者１，４２２人に１億４，２２０万円を給付しました。

１９節、扶助費では、３つの制度により出生から１８歳までの医療費を助成するすこやか

子育て医療給付費１，４２２万９，７８７円、京都子育て医療給付費５８１万３，９４９円、

高校生等医療給付費２６４万１，４９７円のほか、前後しますが、児童手当費１億３，１３

１万円、障害児通所給付費等扶助費１，２６８万６，８２３円など、合計で１億６，７３４

万６，７９０円を給付しました。

また、２目、母子父子福祉費の９４ページ、１９節、扶助費では、ひとり親家庭医療給付

費として６３８万６９３円を給付しました。

３目、保育所費では、保育所運営に要する経費として、総額３億２，７７８万６，００９

円を支出しました。令和４年３月１日現在の入所児童数は２５８人でした。
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○議長（梅原好範君） 説明の途中ですが、これより暫時休憩に入ります。再開は１３時１０

分とします。

休憩 午前１１時５９分

再開 午後 １時１０分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き十倉会計管理者の補足説明から会議を再開します。

十倉会計管理者。

○会計管理者（十倉隆英君） それでは、引き続きまして、説明をさせていただきます。

９８ページをお願いいたします。４款、衛生費は１６億５，６２６万５，２１０円で、前

年度に比べ１億５，１５５万１，４９３円、１０．１％の増となりました。主な要因として、

令和３年度から新型コロナウイルスのワクチン接種が本格的に開始となり、その経費が増額

となったものです。

１項、保健衛生費では、特定健診をはじめとする各種検診、健康相談事業、新型コロナワ

クチンなどの各種予防接種事業や医療施設の運営に係る経費などに総額７億６，０８８万６,

３２８円を支出。各種検診は、１００ページ、２目、保健事業費の１２節、委託料では、基

本健診、特定健診、後期高齢者健診を実施し、対象者数７，７７０人に対し２，０３１人の

受診者数で、受診率は２６．１％でした。また、がん検診やその他の検診についても受診率

が２０％程度で、検査検診委託料として４，４２４万４，１７１円を、特定健診委託料とし

て１，０３６万８，４５９円をそれぞれ支出しました。心の健康相談支援事業では、月２回、

精神保健福祉士の派遣による相談事業を実施し、委託料として１１８万２，７２０円を支出

しました。また、令和３年度からストレスチェックをホームページ上で開始し、利用数延べ

８，２７２件で、委託料として７万４，８００円を支出しました。

１０２ページ、３目、予防費は総額１億６，１９８万５，３５４円の支出で、そのうち新

型コロナワクチン予防接種事業に１億３，３６６万２，２２２円を支出しました。

４目、環境衛生費では、１０４ページ、１２節、委託料で、地球温暖化対策実行計画策定

等業務委託料として５３９万円を支出。地球温暖化対策を推進し、２０５０年までに温室効

果ガス排出実質ゼロを目指します。

１８節、負担金、補助及び交付金で、個人設置浄化槽１２基に対し合併浄化槽設置補助金

４１４万８，０００円や、２７節、繰出金で、浄化槽市町村整備推進事業分として５，４０

１万６，０００円を下水道事業特別会計へ繰り出しました。

５目、診療所費では、１０６ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、医療施設の運

営に係る経費として、南丹病院負担金１，９５０万４，０００円。京丹波町病院と各診療所
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の運営に係る病院事業会計運営補助金２億８，４２８万８，０００円。企業債利子償還金の

補助金として６４７万２，８２７円などを支出。

２３節、投資及び出資金では、企業債元金償還金の財源として２，２２５万９，０００円

を出資しました。

２項、清掃費では、塵芥処理費やし尿処理費として３億２，３５７万９，８８２円を支出。

また、衛生費から支出の船井郡衛生管理組合分担金につきましては、９８ページ下段の１

８節、負担金、補助及び交付金の火葬場維持管理分８３６万６，０００円、１０８ページの

１８節、塵芥処理分１億８，９５１万４，０００円、し尿処理分１億７１５万１，０００円

で、総額３億５０３万１，０００円となりました。

３項、上水道費では、水道事業会計へ運営経費に要する補助金や建設改良に要する出資金

など５億７，１７９万９，０００円を支出しました。

６款、農林水産業費は１４億８，４３５万２，８８６円で、前年度に比べ２，４１９万３，

３６３円、１．７％の増となりました。令和４年度への繰越額は１億６，３４７万３，００

０円となっています。

１項、農業費は１３億７８万９，０９５円の支出で、主なものとして１１２ページからの

３目、農業振興費の有害鳥獣対策事業では、７節、報償費で、シカ２，０３５頭、イノシシ

３５０頭、サル２３頭などの捕獲に対する有害鳥獣捕獲報償金４，６７４万９，０００円。

クマ対策特別報償１７万２，２００円。狩猟期のシカ捕獲に対するシカ捕獲強化事業奨励金

９３万７，０００円。下段からの１２節、委託料で、１１５ページ、京丹波町猟友会への有

害鳥獣捕獲委託料２００万円。有害鳥獣広域捕獲委託料４４万８，４７０円。鳥獣被害防止

緊急捕獲等対策事業委託料３２８万４，０００円。有害鳥獣捕獲員の負担軽減を図るための

有害鳥獣捕獲個体処理委託料１，５０１万６，７６０円。１４節、工事請負費では、和知地

区の有害鳥獣捕獲員の負担軽減を図るため、有害鳥獣処理中継施設設置工事として７１３万

１，３００円。１５節、原材料費で、被害防止施設資材費等４４０万１，１００円。１７節、

備品購入費で、アライグマやニホンザルの捕獲檻の購入に１９０万３，５５０円。１８節、

負担金、補助及び交付金では、電気柵設置など２３団体、個人２名に対し、被害防止施設設

置事業補助金１，２０９万４，０００円など、有害鳥獣対策事業全体で約９，８４９万１，

７８７円を支出。前年度に比べ約１，０９９万８，０９４円増加しております。

このほか、１８節、負担金、補助及び交付金で、農業機械導入補助金として１４団体に８

８６万３，０００円。農業生産条件の不利を補正し、農用地の維持管理を支援する中山間地

域等直接支払交付金は、協定面積９０９ヘクタールを対象に１億９０５万７２２円を支出。
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地域農業の中心的役割を担う京丹波農業公社と和知ふるさと振興センターに対し、運営補助

金として合わせて３，０４１万円。農業・農村の多面的機能の維持発揮を図るための地域の

共同活動を支援する多面的機能支払交付金８，６２４万５，５３５円を支出。今後の農業を

担う経営体の育成確保を図るための機械導入に対し、経営体確保・育成事業補助金として１

４の経営体に１，３７７万１，０００円。農業次世代人材投資事業補助金として、新規就農

者１１名と１組に対し１，６７１万７，０５１円をそれぞれ交付しました。

また、新型コロナウイルスの影響を受ける農林事業者を支援する農林業者等支援給付金は、

支給件数４４件で１，２８９万７００円。コロナ後の状況を見据えた業務改善や売上向上対

策としての農林業者等新型コロナ対策応援補助金は、２件で１１６万９，０００円。米価下

落の影響を受ける稲作農家の次期作への支援として、米価下落対策農業者支援給付金は、７

７５件で１，６９４万１，５００円を支出しました。

１１６ページ、４目、畜産業費では、１８節、負担金、補助及び交付金で、畜産農家と耕

種農家との連携による堆肥の利用拡大や、農産物や飼料の生産性の向上を図るため堆肥によ

る土づくり事業補助金５５２万２，５５０円を支出しました。

１１６ページ、５目、農地費では、１１８ページ、１２節、委託料の測量設計監理業務委

託料で、ため池安心・安全マップ作成業務や農道橋劣化状況評価業務などに１，２６１万７，

０００円を支出し、１８節、負担金、補助及び交付金では、農林漁業事業補助金として、農

道舗装や農業用水路、ため池修繕など２２か所に１，１４１万４，０００円を交付しました。

２７節、繰出金では、下水道事業特別会計へ農業集落排水事業分として２億２２２万３，

０００円を繰り出しました。

１２０ページの７目、農村情報施設管理費では、１２節、委託料で、ケーブルテレビ設備

保守点検管理等委託料など経常的な委託業務に加え、ケーブルテレビ設備撤去業務など民営

化に向けての業務を委託し、合計１億６，４４７万５，３４１円を支出。

１２２ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、民営化に伴う事業者への町負担金

として２億６，２３５万８，０００円を支出し、民営化を進めました。

次に、２項、林業費です。支出総額は１億８，２１３万７，７９１円。主なものとして、

１２４ページ、２目、林業振興費では、１２６ページの１２節、委託料で、森林を適正に管

理するため放置森林所有者に対する森林経営管理意向調査業務委託に４６９万３，７００円。

公有林整備事業では、質美で主伐２．０４ヘクタール、西河内で再造林１１．５ヘクタール

や２，１１７メートルの防護柵設置などを実施し、委託料として４，９７３万７，６５４円。

１４節、工事請負費では、林道月ヒラ長老線の開設工事や林道クラベシ線の舗装工事を進め
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４，０４８万９，８００円を支出しました。

１３０ページ、７款、商工費は３億６７万４８円で、前年度に比べ８，８４５万４，５３

３円、２２．７％の減となりました。

１項、商工費、２目、商工振興費では、１２節、委託料で、町内での起業を後押しするた

め、起業家育成プログラム構築委託料に１１０万円。地場産品の掘り起こしと販路開拓や地

域商品通販サイトの運営等による食と農の成長産業化のための地域商社ふるさと産品販路開

拓支援事業委託料に８５０万円を支出。

１３２ページ、１４節、工事請負費では、アフターコロナを見据えた地方での働き方の提

供や新事業の創出を図るため、旧質美小学校跡にサテライトオフィスを整備し１，２１０万

円。１８節、負担金、補助及び交付金では、小規模事業者支援のための商工会小規模事業経

営支援事業補助金１，８６８万３，０００円。誘致企業を支援する企業立地奨励金を１事業

所に２８２万７，１００円。町内事業所企業の活性化を図り、新たな雇用創出を目指すため

の雇用促進奨励金を２事業所に３０万円。町内での起業を後押しし、既存の企業の新たなビ

ジネス創出を支援する起業・新事業創出補助金は６件で２９７万８，０００円を交付しまし

た。

また、新型コロナウイルス対策小規模事業者等支援事業として、中小企業等応援補助金は

７０の事業者に２，２９４万３，０００円。新型コロナの影響により、売上げの減少した事

業者に対する小規模事業者コロナ対策給付金は１６３の事業者に４，６４８万７，０００円

をそれぞれ交付しました。

３目、観光費では、１３４ページ、１２節、委託料で、わち山野草の森管理運営委託料２，

０００万円。特産館「和」指定管理料２，０００万円。京丹波まるごと交流型観光推進事業

や京丹波ロケ誘致事業及び新型コロナウイルス対策観光振興事業などの企画運営委託料に２，

０８６万９，６５０円。観光資源開発委託料に９００万円などを支出し、１８節、負担金、

補助及び交付金では、森の京都市町村負担金として６０４万７，０００円。町観光協会の運

営を支援するため、町観光協会運営補助金として５００万円。新型コロナウイルス対策観光

振興事業や京丹波まるごと交流型観光推進事業などの商工観光補助金に３，６６６万３，３

５３円などを支出しました。

８款、土木費は７億３，２５５万１，５６３円で、前年度に比べ１億１，１１３万６，０

４４円、１３．２％の減となりました。令和４年度への繰越額は１億６３７万円となってい

ます。

１３６ページからの２項、道路橋りょう費、１３８ページの２目、道路維持費では、１２
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節、委託料で、幹線町道において冬期道路除雪を１１業者に委託し２，１５５万３２０円。

１４節、工事請負費では、３８路線で道路修繕工事を実施し２，９０１万９，１００円。４

路線で交通安全施設整備工事を実施し３７０万９，２００円を支出し、１８節、負担金、補

助及び交付金の認定外道路整備事業補助金では１４件で４７２万８，０００円を交付しまし

た。

３目、道路新設改良費では、１４０ページ、１２節、委託料で、測量設計監理業務等委託

料として、蒲生野排水路整備事業に伴う設計業務や、後山橋ほか橋梁補修設計業務、橋梁点

検業務などに７，１１２万９，０９１円を支出。

１４節、工事請負費は１億７，１６３万２，７００円を支出。社会資本整備総合交付金を

活用した蒲生野中央線の道路改良や曽根院内線の舗装工事などと町単独事業を合わせて２５

件、延長１，８２７メートルの改良工事を実施しました。１６節、公有財産購入費では、町

道蒲生野中央線など整備に必要となる事業用地の取得を行い１，７４４万２，７０７円を支

出。１８節、負担金、補助及び交付金では、１級河川高屋川改修事業に伴う藤ケ瀬橋改築工

事に係る令和３年度協定負担金として１，６４２万５，０００円を支出。２１節、補償、補

塡及び賠償金では、町道蒲生野中央線ほか３路線で物件等補償費として２，９９５万６，８

００円を支出しました。

３項、河川費、１目、河川総務費では、７節、報償費で、河川除草作業の謝礼８３３万５，

６４１円を、１４節、工事請負費で、３河川の護岸修繕工事などに５５５万３，９００円を

支出しました。

１４２ページ、５項、下水道費では、下水道事業特別会計へ特定環境保全公共下水道事業

分として２億３，３３９万３，０００円を繰り出しました。

６項、住宅費では、１０節、需用費において、７６件の住宅修繕を行い８５０万６，８３

５円を支出。

１４４ページ、１８節、負担金、補助及び交付金で、住宅改修補助金として８８件、５８

８万７，０００円を支出。

なお、補助対象工事費は８，２２６万１，３７８円でした。

次に、９款、消防費は３億９，２９３万７，５０６円で、前年度に比べ２，４５８万７，

９６７円、５．９％の減となりました。

１項、消防費、１目、常備消防費では、１８節、負担金、補助及び交付金において、京都

中部広域消防組合負担金２億７，４４５万８，０００円を支出。２目、非常備消防費では、

１節、報酬で、消防団員報酬１，６３７万８，６６７円。７節、報償費で、２５名の退団者
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に対して消防団員退職報償金１，１１０万円を支出しました。

なお、令和４年３月３１日現在の消防団員は７６９名でした。

１４６ページの４目、防災費では、１４８ページ、１４節、工事請負費において、新庁舎

への移転に伴う防災行政無線設備機器の移設工事に１，７９４万１，０００円を支出しまし

た。

５目、災害対策費では、１８節、負担金、補助及び交付金において、消防団詰所を新しい

生活様式に対応した環境整備の推進を図るため、消防団詰所等新型コロナウイルス対策支援

事業補助金として、４６の詰所を対象に１，２３５万６，０００円を交付しました。

次に、１０款、教育費は８億５，１６５万３，８４３円で、前年度に比べ４，０５２万７，

１１８円、４．５％の減となりました。令和４年度への繰越額は３，２０１万５，０００円

となっています。

１項、教育総務費では、教育委員会費、事務局経費、学童保育事業、育英資金給付事業特

別会計への繰出しや情報化推進費に総額で２億９，３１１万８，５２８円を支出しました。

１５２ページ、４目、情報化推進費では、１２節、委託料で、ＧＩＧＡスクール構想に基

づく８５８台の学習系端末等保守委託料として３，１７３万４，２０４円。１３節、使用料

及び賃借料で、学習系システム及び校務系システム機器等借上料として５，０８３万６，３

２０円を支出しました。

２項、小学校費では、総額１億３，７０５万１，９９９円を支出しました。

１目、学校管理費の１５４ページ、１２節、委託料では、受電設備や昇降機等学校施設の

設備保守点検管理等委託料として５３７万１８２円を支出。児童が安心して利用できる教育

環境の確保を図るため、例年の維持管理に加えコロナ対策として、学校内の机や椅子などに

除菌コーティングを実施し、施設維持管理委託料として３４５万１，７１２円を支出。また、

学校施設等長寿命化計画策定業務を実施し、施設等点検調査業務委託料として４５８万７，

５００円を支出。

１５６ページ、２目、教育振興費では、１節、報酬で、学習支援等の会計年度任用職員報

酬１，８１４万９，８００円を支出。

１９節、扶助費で、要保護・準要保護就学援助費や特別支援教育就学奨励費として合計７

６４万２，４０８円を支出しました。

１５８ページの３項、中学校費では１億１，３７４万３，５６６円を支出しました。

１目、学校管理費、１２節、委託料で、瑞穂中学校及び和知中学校トイレ改修工事実施設

計業務を進め、測量設計監理業務等委託料３４４万６，３００円を支出。また、受電設備や
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浄化槽等学校施設の設備保守点検管理等委託料として３１６万５，５７０円を支出。小学校

と同様に除菌コーティングを実施し、施設維持管理委託料として３１６万５，４９２円を支

出。１４節、工事請負費では、瑞穂中学校トイレ改修工事の前払金など１，２９３万８，１

８０円を支出しました。

１６０ページからの２目、教育振興費では、１節、報酬において、支援が必要な生徒や配

慮を必要とする生徒への対応と指導などを行うため、学習支援員や読書支援員等に会計年度

任用職員報酬として９４４万５，６３２円を支出。生徒の学力向上に向け取り組みました。

１６２ページ、１９節、扶助費では、要保護・準要保護就学援助費や特別支援教育就学奨

励費として、合計６３１万６，５３４円を支出しました。

４項、幼稚園費では、幼稚園運営に要する経費として、総額５,９３５万９，５４３円を

支出しました。

１６６ページからの５項、社会教育費では７，２２４万６３８円を支出しました。

１目、社会教育総務費では、１８節、負担金、補助及び交付金で、社会教育の発展を図る

ため、女性の会や人権啓発推進協議会など５団体を対象に合計１５９万８，０００円を交付

しました。新型コロナウイルス感染症の影響で各団体とも活動機会が制限されたため、交付

額は減少しております。

１６８ページ、２目、公民館費では、公民館活動や施設の維持管理経費などに総額５，７

１７万５，４２７円を支出しました。

１２節、委託料では、蔵書のデータ化やウェブ公開サービスなどの図書システム導入委託

料として２４４万９，７００円。１７節、備品購入費では、図書購入費に３５９万６，２６

５円。

１７１ページ、図書運搬用車両購入費に４４２万４，８８０円を支出し、どこでも図書館

構想事業を進めました。

１７０ページ、６項、保健体育費では、２，１４１万５，６８１円を支出しました。１目、

保健体育総務費では、１７２ページ、１８節、負担金、補助及び交付金では、スポーツの振

興や競技力の向上、コミュニティーの推進を目的として、スポーツ協会に１７０万円を交付

しました。

２目、体育施設費で、１７４ページ、１４節、工事請負費で、和知グラウンドなどのトイ

レ改修工事を行い５３０万９００円を支出しました。

７項、学校給食費では、人件費、賄材料費を主なものとして全体で１億５，４７２万３，

８８８円を支出しました。
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１７８ページ、１２款、公債費は１６億１，６８２万１，７４７円で、前年度に比べ２億

３，７５５万５，２０８円、１７．２％の増となりました。繰上償還元金は１億９，９８６

万１，２２７円となりました。

以上で、一般会計の説明を終わります。

引き続きまして、認定第２号 令和３年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算についてです。

１８０ページをお願いします。

歳入総額１８億６３３万５，１７９円で、前年度に比べ１．１％の増。歳出総額１７億７，

７６８万５，４７７円で、前年度に比べ０．４％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

２，８６４万９，７０２円となりました。国民健康保険事業の加入状況につきましては、世

帯数で２，２０９世帯、町世帯数の３５．８％、被保険者数は３，４１５人、町人口の２５．

９％となっています。

１８７ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入からでございます。

１款、国民健康保険税は２億８，７５２万５，４１５円で、前年度に比べ１．２％の減と

なりました。収納率は、過誤納付の保険税を除いた現年度分で９６．６％、過年度分で２４．

９％となりました。

なお、地方税法に基づき、２８人分、３８９万７，５１７円を不納欠損として処理しまし

た。

１８９ページ、３款、府支出金は１３億６，４５６万８，０００円で、前年度より７８１

万８，０００円の増。

５款、繰入金は、一般会計からの繰入金１億２，８２９万２，６３１円で、前年度に比べ

２．８％の減となりました。

次に、歳出です。

１９７ページ中段からの２款、保険給付費は１３億１７１万７，１１６円で、前年度に比

べ０．２％の増となりました。療養給付費における一般被保険者数の年間平均は３，５２３

人、１人当たりの医療費は４２万６，３８３円で、前年度に比べ５，１１５円の増となりま

した。

２０１ページ、３款、国民健康保険事業費納付金は３億８，６８８万４，２６７円で、前

年度に比べ６．５％の減。そのうち１項、医療給付費分は２億５，６４９万３，７３５円。

２項、後期高齢者支援金等分は９，５４８万４，０９２円。３項、介護納付金分は３，４９
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０万６，４４０円でした。

２０３ページ、５款、保健事業費は２，５６３万８，９７０円で、前年度に比べ１１．

１％の増となりました。１目、疾病予防費、１８節、負担金、補助及び交付金の人間ドック

助成金で、１６９件、５１６万３，１９１円や、疾病予防や特定健診などに係る一般会計へ

の繰出金合計で１，４４７万７，０４７円などが主なものです。

２０５ページ中段の６款、基金積立金では、国民健康保険事業特別会計の健全な運営のた

め、財政調整基金に２，７０８万４，０００円を積み立てました。

８款、諸支出金は１，９７１万４，３００円で、前年度に比べ５．７％の増となりました。

２０７ページ、３項、繰出金では、京丹波町病院事業会計へ１，８０５万９，０００円を

繰り出しました。

以上、国民健康保険事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第３号 令和３年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算です。

２０９ページをお願いします。

歳入総額２億６，０３２万９，３３８円で、前年度に比べ１．４％の増。歳出総額２億５，

７０２万９，３１１円で、前年度に比べ１．４％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

３３０万２７円となりました。

２１４ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入です。

１款、保険料は、特別徴収、普通徴収合わせて１億７，８６３万７３６円、前年度に比べ

２．５％の増となりました。過誤納付の保険料を除いた現年度分の徴収率は９９．９％でし

た。

３款、繰入金は、一般会計繰入金７，７２４万７，９１７円で、内訳は、事務費繰入金２

０９万４，２０２円、保険基盤安定繰入金７，３０９万５，６７６円、保健事業費繰入金で

人間ドック分として２０５万８，０３９円を繰り入れました。

次に、２１８ページからの歳出です。

２款、後期高齢者医療広域連合納付金では、令和３年度分の保険料等負担金として１億７，

８６０万５，７００円、保険基盤安定負担金として７，３０９万５，６７６円を支出しまし

た。

３款、保健事業費では、２２０ページ、１８節、負担金、補助及び交付金において、人間

ドックの助成７０件で２４５万８，６３７円を支出しました。

以上、後期高齢者医療特別会計の説明といたします。
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次に、認定第４号 令和３年度介護保険事業特別会計事業勘定の歳入歳出決算です。

２２２ページをお願いします。

歳入総額２２億５，０６６万９，０５９円で、前年度に比べ２．１％の増。歳出総額２２

億１０２万９，１９０円で、前年度に比べ１．２％の増。歳入歳出差引額、実質収支額とも

に４，９６３万９，８６９円となりました。

介護保険の状況は、令和３年度末で第１号被保険者５，８２２人、総人口に占める割合は

４４．１％でした。

また、要介護認定者数は、第１号・第２号被保険者を合わせて１，０８３人、居宅介護サ

ービス受給者は５７７人で、認定者の５３．３％、地域密着型サービス受給者は１８４人で、

認定者の１７．０％、施設介護サービス受給者は２７６人で、認定者の２５．５％となりま

した。

２２７ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入です。

１款、保険料は３億８，３０７万７，８００円で、前年度に比べ０．３％の減となりまし

た。過誤納付保険料を除いた現年度分の実質収納率は９９．７％でした。

なお、介護保険法に基づき、３５人分、１３６万９００円を不納欠損として処理しました。

３款、国庫支出金は６億９５８万４，７３３円。２２９ページの４款、支払基金交付金は

５億８，００８万１，７０３円。５款、府支出金は３億３，１２８万２，３８０円とそれぞ

れ交付がありました。

７款、繰入金は３億１，６９５万２３６円で、一般会計から介護給付費や地域支援事業の

負担分、低所得者に対する保険料軽減措置分などを繰り入れました。

次に、歳出です。

２３７ページ下段の２款、保険給付費は２０億９，１５０万７０２円。１項、介護サービ

ス等諸費では、１目、居宅介護サービス給付費は、前年度に比べ約４８８万円減の６億１，

９９１万２，４１５円。２目、地域密着型介護サービス給付費は、前年度に比べ約１，１４

６万円増の２億９，８２６万８，７８７円。３目、施設介護サービス給付費は、前年度に比

べ約１，１２８万円増の９億６８４万５，３５４円など合計で前年度を上回る支出となりま

した。

２３９ページ下段の４項、高額介護サービス等費は、前年度に比べ約２４７万円増の４，

４７５万８１０円。２４１ページ、５項、特定入所者介護サービス等費は、前年度に比べ約

１，７９９万円減の９，５２５万１，３８９円の支出となりました。
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２４１ページの３款、地域支援事業費では、１項、一般介護予防事業費において、２４３

ページ、１２節、委託料で、地域住民グループ支援事業委託料１２５万７，５５７円。２項、

介護予防・生活支援サービス事業費の１２節、委託料で、現行相当サービス委託料１，３７

７万１，２９８円。ミニデイサービス事業委託料７１４万７，５０４円。２４５ページ、４

項、包括的支援事業・任意事業費の１２節、委託料で、生活支援コーディネーター設置事業

委託料１，６６３万４，３７８円など、地域支援事業に総額５，７４３万６，３０５円を支

出し、介護予防に努めました。

２４７ページ、４款、基金積立金では、介護保険給付費準備基金に２，５９３万円を積み

立てました。

以上、介護保険事業特別会計事業勘定の説明といたします。

次に、令和３年度介護保険事業特別会計サービス事業勘定歳入歳出決算です。

２４９ページをお願いします。

歳入総額６４６万６，３２８円で、前年度に比べ２．０％の減。歳出総額２９９万２，９

７１円で、前年度に比べ１５．７％の減。歳入歳出差引額、実質収支額ともに３４７万３，

３５７円となりました。

２５４ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入です。

１款、サービス収入では、居宅支援サービス計画費収入として、委託、直営合わせ７５６

件、３４１万５，０６０円の収入でした。

２５６ページの歳出は、２款、事業費で、介護予防サービス計画作成委託料として、町内

７、町外３の事業者に１７９万９，２３０円を支出しました。

以上、介護保険事業特別会計サービス事業勘定の説明といたします。

次に、令和３年度介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定歳入歳出決算です。

２５８ページをお願いします。

歳入総額１億４，３５２万５，０９３円で、前年度に比べ１．２％の減。歳出総額１億４，

２２４万９，６３６円で、前年度に比べ０．６％の減。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

１２７万５，４５７円となりました。利用状況は、入所の利用者数が延べ４，９９５人で、

前年度に比べ３２人の増。１日当たりの事業収入は１５万２，３９４円、前年度に比べ３万

９７１円の増となりました。

２６３ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入です。
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１款、サービス収入は、１項、介護給付費収入、１目、居宅介護サービス費収入９５７万

９，５２７円。２目、施設介護サービス費収入５，５６２万３，７９９円。３項、自己負担

金収入１，７０８万９，９２７円などを合わせ、８，２４０万６，４８２円の収入となりま

した。

３款、繰入金は、前年度に比べ１，８００万円減の５，８４０万円を一般会計から繰り入

れました。

次に、２６７ページからの歳出です。

１款、総務費では、医師、看護師、介護支援専門員等の人件費及び施設運営経費として１

億２，３０１万５，１１１円を支出しました。

２６９ページ、２款、介護サービス事業費では、医薬材料費、給食業務委託料、機器物品

等借上料など１，９２３万４，５２５円を支出しました。

以上、介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定の説明といたします。

次に、認定第５号 令和３年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算です。

２７１ページをお願いします。

歳入総額９億５，５９０万６，３２７円で、前年度に比べ０．７％の増。歳出総額９億５，

５３９万６，０７９円で、前年度に比べ０．７％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに

５１万２４８円となりました。京丹波町の下水道の状況は、下水道接続率９３．５％、浄化

槽整備率７６．８％となっています。

２７６ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入です。

１款、分担金及び負担金では、新規加入分担金として、農業集落排水事業で５件、特定環

境保全公共下水道事業で５件、合計８８０万円を収入しました。

２款、使用料及び手数料、１項、使用料は、５つの事業を合わせて２億５，７２２万５，

４３５円、前年度に比べ４９７万１，３４８円、１．９％の減となりました。現年度分の徴

収率は９８．０％でした。

２７８ページ、５款、繰入金では、一般会計からそれぞれの事業に総額４億８，９６３万

２，０００円を繰り入れました。

７款、諸収入では、府道拡幅改良などに伴う支障物件移設補償費として４，５９０万１，

０００円を収入しました。

８款、町債は、公営企業会計適用債など１億５，２８０万円でした。

次に、２８２ページからの歳出です。
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１款、総務費、１２節、委託料では、令和６年度の地方公営企業法の適用に向け、決算書

整理や処理場、管路の評価データ整理を進め、４７１万円を支出。２款、下水道費は３億７，

２３０万４，５１４円を支出。主なものとして、１項、農業集落排水費、１目、施設整備費

の１４節、工事請負費で、府道桧山須知線拡幅改良に伴う管路施設等移設工事に１，１００

万円。２８４ページの２目、施設管理費では、処理場１８か所などの維持管理経費として、

総額１億３３５万１，３９０円を支出しました。

下段からの２項、公共下水道費、１目、施設整備費では、２８６ページ、１４節、工事請

負費で、藤ケ瀬橋架け替えに伴う下水道管移設工事や、府道京丹波三和線拡幅改良に伴う管

路移設工事に３，３８８万円を支出。２目、施設管理費では、処理場４か所などの維持管理

経費として、総額１億１，１１１万２，５８２円を支出しました。

２８８ページからの３項、浄化槽市町村整備推進施設費では、町管理浄化槽１，３８４基

の維持管理経費として、総額１億１，１８１万８，４３２円を支出しました。

下段の３款、公債費では、元金利子合わせて５億５，１１２万５，７４５円を償還しまし

た。

以上、下水道事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第６号 令和３年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算です。

２９２ページをお願いします。

歳入総額、歳出総額いずれも１万２，６５０円で、歳入歳出差引額、実質収支額ともにゼ

ロ円となりました。

２９７ページ、事項別明細書の歳入では、１款、財産収入で、土地開発基金利子１万２，

６５０円を収入し、２９９ページ、歳出で、土地開発基金に１万２，６５０円を繰り出しま

した。

以上、土地取得特別会計の説明といたします。

次に、認定第７号 令和３年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算です。

３０１ページをお願いします。

歳入総額４８１万６，９８２円で、前年度に比べ２７．６％の増。歳出総額４８１万６，

０００円で、前年度に比べ２７．６％の増。歳入歳出差引額、実質収支額ともに９８２円と

なりました。

３０６ページ、事項別明細書、歳入では、３款、繰入金で、一般会計から２４１万５，０

００円、基金から２４０万円を繰り入れました。

３０８ページ、歳出では、２款、育英費、１８節、負担金、補助及び交付金において、高
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校生から大学生まで４４人に対し４８０万円を給付しました。

以上、育英資金給付事業特別会計の説明といたします。

次に、認定第８号 令和３年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算です。

３１０ページをお願いします。

歳入総額１億４，０４５万８，２２８円で、前年度に比べ１３．２％の増。歳出総額１億

４，０１９万１，１４８円で、前年度に比べ１３．４％の増。歳入歳出差引額、実質収支額

ともに２６万７，０８０円となりました。利用状況につきましては、運行日数が３５９日で、

乗客数が１０万７，０９９人となりました。

３１５ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入、１款、事業収入は１，５３７万８，８９０円で、運賃収入が４２９万７，３４０円。

小中学生のスクールバスとしての受託収入が１，１０８万１，５５０円でした。

３款、繰入金は、一般会計から１億１，４５９万円を繰り入れ、６款、町債では、バス購

入事業債９７０万円を借り入れました。

次に、３１７ページからの歳出です。

１款、事業費では、バス運転手等の人件費、バスの燃料費や車検等の修繕料など路線バス

車両１９台の運行経費や更新車両２台のバス購入費などに１億３，５３３万８９１円を支出

しました。

３１９ページ、２款、公債費では、元金利子合わせて４８６万２５７円を償還しました。

以上、町営バス運行事業特別会計の説明といたします。

続きまして、財産に関する調書について主なものを説明いたします。

まず、３２１ページからの公有財産です。

３２３ページ、行政財産の（１）土地及び建物の土地ですが、公共用財産の学校の５，１

４４平方メートルの減少、同じくその他の施設の５，１４４平方メートルの増加は、たんば

こども園建設による須知幼稚園用地を用途廃止し、たんばこども園用地として登録したこと

によるものです。

次に、建物です。本庁舎の木造で新庁舎建設により４，９２３平方メートルの増加。また、

非木造では、和知支所倉庫の増築により１２平方メートル増加しました。

公共用財産の学校の非木造は、須知幼稚園舎の撤去により１，３３９平方メートル減少し

ました。

同じくその他の施設の木造は、たんばこども園建設により２，３５０平方メートル、新庁

舎前のバス停建設により６平方メートル、合計で２，３５６平方メートル増加しました。
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非木造は、ケーブルテレビ事業の民営化により、丹波サブセンターの用途廃止により２５

３平方メートル減少しました。

次に、３２５ページ、普通財産の（２）山林です。

面積の増減はなく、立木の推定蓄積高において、所有林で質美地区及び西河内地区におけ

る伐採等により２，２３７立方メートルの減少。分収林で自然増により５３立方メートルの

増加となりました。

３２８ページ、２、物品です。

令和３年度中の増減につきまして、車両・船舶類につきましては、更新によるワゴン車２

台と給食配送車１台及び移動図書館車両１台とリースアップによる軽自動車１台の計５台を

取得し、中型バス１台を含む２台の廃車により、差引きで３台の増加となりました。棚・箱

類は、会計室の耐火金庫１台の購入により１台増加。医療・衛生器具類は、和知老健施設の

折り畳み式陰圧ブース１台と分包機１台の購入により２台増加。機械・器具類は、和知中学

校のつり下げスクリーン１台と有害鳥獣対策事業の移動式捕獲柵１台の購入により２台増加。

軽機械・用具類は、和知林業センターのエアコン２台、ウッディパルわちのシャワーユニッ

ト２台、有害鳥獣処理中継施設の冷凍コンテナ１台をそれぞれ購入し５台の増加。電気・通

信器具類は、自主放送用の機器類を購入し８台増加。室内用品器具類は、新庁舎大会議室の

可動式ステージの購入により１台増加。雑品類は、大会議室の電動映写スクリーンの購入に

より１台増加となりました。

３２９ページ、４、基金です。

一般会計の基金は、財政調整基金で８，０１９万６，０００円を積み立て、令和３年度末

現在高は１５億９，０３２万４，５８２円となりました。振興基金では、２億１，２００万

円を取り崩し、３９万４，０００円を積み立て、令和３年度末現在高は１１億５，７７１万

２，０００円となりました。減債基金は、１億円を取り崩し１億１万２，０００円を積み立

て、令和３年度末現在高は１億９，０９６万９５２円となりました。ふるさと応援寄附金基

金では、１億６４４万７，０００円を取り崩して寄附いただいた方の意向に沿った各事業に

充当しております。また、令和３年度寄附金分に利子分を合わせ１億３，０２９万３，００

０円を積み立てました。森林環境譲与税基金につきましては、１，０１８万７，０００円を

積み立てました。

一般会計全体で９，７３３万８，０００円の減少。特別会計では全体で５，１２９万２，

６５０円の増加。全ての会計を合わせた令和３年度末現在高は、４２億２，００３万７，９

１８円となりました。
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以上、財産に関する調書の説明といたします。

続いて、６つの財産区特別会計の説明に移ります。

なお、各財産区の財産に関する調書は説明を省略させていただきますので、ご了承をいた

だきますようよろしくお願いいたします。

まず、認定第９号 令和３年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算です。

３３１ページをお願いします。

歳入総額１１０万７，７５３円、歳出総額８６万９，２６４円、歳入歳出差引額、実質収

支額ともに２３万８，４８９円となりました。

３３６ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入、１款、財産収入は、須知地区の駐車場貸付料や携帯電話通信施設敷地料など合計４

１万４０５円の収入がありました。２款、寄附金では、須知地区で区域内の各区から管理運

営寄附金３６万８，５００円を収入。３款、繰入金では、竹野地区で１３万３，０００円を

基金から繰り入れました。

３４０ページ、歳出です。

１款、総務費、１項、須知地区、１目、一般管理費で、財産区管理会委員報酬６万４，５

００円。敬老祝賀式補助金や区長会運営補助金に３０万円。財政管理調整基金積立金１３万

円などを支出。２項、竹野地区では、１目、一般管理費で、財産区管理会委員報酬３万７，

５００円などを支出しました。

以上、須知財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１０号 令和３年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算です。

３４６ページをお願いします。

歳入総額６９万４２６円、歳出総額６６万８２２円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに

２万９，６０４円となりました。

３５１ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入では、２款、寄附金で２１万９，３００円。財産区区域内の各区から寄附を受けたも

のです。

３５３ページ、歳出です。

１款、総務費、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬５万４，０００円。財政管

理調整基金積立金５３万８，８２４円などを支出しました。

以上、高原財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１１号 令和３年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算です。
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３５７ページをお願いします。

歳入総額１，４９８万３，１０６円、歳出総額１，３１７万２，６２２円、歳入歳出差引

額、実質収支額ともに１８１万４８４円となりました。

３６２ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入では、１款、財産収入が主で、１項、財産運用収入では、ゴルフ場用地をはじめとす

る土地貸付料などで１，３２７万５，４９６円でした。

３６４ページ、歳出です。

１款、総務費、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬３９万１，５００円をはじ

め、財産区運営のための一般経費を支出しました。

２目、財産管理費では、直営林保育作業委託料２６０万６，０００円など、３目、諸費で

は、山林高度利用補助金など財産区住民関係団体等への補助金合わせて７４３万４，０００

円や、公民館事業への繰出金７０万円を支出しました。

以上、桧山財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１２号 令和３年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算です。

３７１ページをお願いします。

歳入総額６５７万９，９９８円、歳出総額５５２万５，４３９円、歳入歳出差引額５，４

３９円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに１０５万４，５５９円となりました。

３７６ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入では、１款、財産収入が主で、携帯電話通信施設や各区への土地貸付収入など財産収

入は５６３万２，８９９円でした。

３７８ページ、歳出です。

１款、総務費、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬３１万５００円をはじめ、

財産区運営のための一般経費を支出しました。

２目、財産管理費では、区への土地貸付補償費３１９万５，５０９円など、３目、諸費で

は、梅田地域振興対策事業補助金として１９万４，０００円と、公民館事業への繰出金３０

万円などを支出しました。

以上、梅田財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１３号 令和３年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算です。

３８４ページをお願いします。

歳入総額１９６万３，８７１円、歳出総額１６１万６，６２５円、歳入歳出差引額、実質

収支額ともに３４万７，２４６円となりました。
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３８９ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入、１款、財産収入では、集落への土地貸付収入４３万１，０００円とマツタケ等採取

権収入６万８，５００円が主な収入です。

２款、繰入金では、財政調整基金から６０万円を繰り入れました。

４款、諸収入では、間伐事業の精算金やＮＴＴ柱敷地料として３６万９，２００円の収入

がありました。

３９１ページ、歳出です。

１款、総務費、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬４９万９，５００円をはじ

め、財産区運営のための一般経費を支出しました。

３目、諸費では、財産区住民関係団体への補助金合わせて４７万５，０００円と、公民館

事業への繰出金３０万円を支出しました。

以上、三ノ宮財産区特別会計の説明といたします。

次に、認定第１４号 令和３年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算です。

３９７ページをお願いします。

歳入総額４５７万９，６２５円、歳出総額２９４万８，１３８円、歳入歳出差引額、実質

収支額ともに１６３万１，４８７円となりました。

４０２ページ、事項別明細書をお願いします。

歳入では、１款、財産収入が区及び法人への土地貸付料など２２１万１，２３０円。

４款、府支出金で、森林防災機能強化事業補助金９５万円の収入がありました。

次に、４０４ページ、歳出です。

１款、総務費、１目、一般管理費では、財産区管理会委員報酬３５万４，０００円をはじ

め、財産区運営のための一般経費を支出しました。

２目、財産管理費では、流木除去作業委託料に９５万円。林道維持管理事業等補助金に１

８万３，０００円を支出。

３目、諸費では、負担金、補助及び交付金で、貸付林等高度利用補助金として１５万円。

公民館事業への繰出金３０万円などを支出しました。

以上、質美財産区特別会計の説明といたします。

最後に、認定第１５号 令和３年度国保京丹波町病院事業会計決算について説明いたしま

す。

病院事業会計につきましては、別冊子の病院事業会計決算書で説明をさせていただきます

ので、よろしくお願いいたします。
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最初に１５ページをお願いします。

患者数の動向ですが、①国保京丹波町病院事業の入院患者数は年間延べ９，８３７人で、

前年度比３３１人の増加。外来患者数は年間延べ２万２，５２９人で、前年度比９３７人の

増加となりました。②和知診療所の外来患者数は年間延べ８，５４４人で、前年度比２０７

人の増加。③和知歯科診療所は年間延べ５，６３５人で、前年度比３９１人の減少となりま

した。

次に、９ページの損益計算書をお開きください。

１の医業収益で、入院収益は２億７，４４１万７，１５５円。外来収益は２億８，２９５

万７，０６０円。その他医業収益は、個室使用料、健診や予防接種などの公衆衛生活動収益、

救急告示病院に対する一般会計負担金、その他文書料などを合わせて９，７８５万５，９４

２円で、合計６億５，５２３万１５７円となりました。

２の医業費用で主なものは、給与費６億２，２９８万３７０円。薬品や診療材料などの材

料費５，６１４万５，００５円。事務費や光熱水費、各種業務委託料などの経費１億６，９

１４万７，６１６円。減価償却費６，６４６万５，２９２円など合計９億１，７１５万６，

７７０円となりました。

よって、医業収支は２億６，１９２万６，６１３円の損失となりました。

３の医業外収益での主なものは、他会計補助金１，８０５万９，０００円。内訳は、国保

特別調整交付金として、和知診療所に８９６万２，０００円、和知歯科診療所に９０９万７，

０００円です。補助金は１，２７７万８，６００円で、内訳は、新型コロナウイルス感染症

感染拡大防止医療提供体制確保支援補助金など、京丹波町病院に１，２０１万８，６００円、

和知診療所に４３万円、和知歯科診療所に３３万円です。負担金及び交付金は２億６，８５

９万２，０３５円で、主なものは企業債償還利息と運営補助に係る一般会計繰入金で２億５，

６１６万３，８２７円。長寿社会づくりソフト事業費交付金１５５万７，０００円。和知老

人保健施設から和知診療所への医師給与負担金１，０８７万１，２０８円です。長期前受金

戻入は、固定資産取得時に交付を受けた補助金等であり、償却年数に合わせて収益化したも

ので、本年度は１，２８６万８，９６２円でした。これらを主なものとした医業外収益の合

計は３億１，６４１万６４８円となりました。

４の医業外費用では、企業債支払利息６４７万２，８２７円。長期前払消費税償却２，７

２１万１，１１３円を主なものとして、合計で３，５２０万２，９８５円となりました。先

ほどの医業損失にこれら医療外収支を加減した結果、１，９２８万１，０５０円の経常利益

となりました。
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よって、当年度純利益も１，９２８万１，０５０円となりましたので、前年度繰越欠損金

３億７，６１５万６，０５２円を加えた令和３年度未処理欠損金は３億５，６８７万５，０

０２円となりました。

次に、３７ページからの資本的収入及び支出についてです。

収入の他会計出資金は、企業債元金償還に係る一般会計からの繰入金であり、京丹波町病

院に２，２２５万９，０００円を繰り入れました。補助金は、和知歯科診療所に国庫補助金

として、保険医療機関等向け医療提供体制設備整備補助金４２万９，０００円の交付を受け、

資本的収入の合計は２，２６８万８，０００円となりました。

支出では、企業債元金償還金として、京丹波町病院で３，６２３万２，２１９円を支出し

ました。

建設改良費では、京丹波町病院で観察カメラ、無散瞳眼底カメラ、ハイローストレッチャ

ーなどの器械備品費に７５９万９，８２３円、和知歯科診療所でマイナンバーカードに対応

するため、オンライン資格確認システムの器械備品購入費に４２万９，０００円を支出し、

資本的支出の合計は４，４２６万１，０４２円となりました。

なお、収支不足分２，１５７万３，０４２円は、過年度分損益勘定留保資金により補塡い

たしました。

以上、国保京丹波町病院事業会計の説明といたします。

これをもちまして、認定第１号から認定第１５号までの説明を終わらせていただきます。

ご審議いただきまして、お認めいただきますようよろしくお願いいたします。

○議長（梅原好範君） 保田上下水道課長。

○上下水道課長（保田利和君） それでは、認定第１６号 令和３年度京丹波町水道事業会計

決算の認定につきまして、補足説明を申し上げます。

別冊子の令和３年度京丹波町水道事業会計決算書をご覧ください。

まず初めに、１０ページの令和３年度京丹波町水道事業報告書をご覧ください。

概要の（１）総括事項でございますが、令和３年度は京丹波町水道ビジョンの２年目とし

て、計画に掲げました事業を着実に推進するとともに、経営基盤の強化に努めたところでご

ざいます。

建設改良事業につきましては、老朽化した管路の布設替えや浄水場の送水ポンプの計画的

な更新など引き続き実施いたしました。

本町におきましては、人口減少にある中、収入の大部分を占めております給水収益も同様

に減少していくことが見込まれ、また、施設の大規模更新や耐震化事業の実施により、今後
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も建設改良費は高い水準で推移することが見込まれます。大変厳しい経営環境が続きますが、

今後も京丹波町水道ビジョンに基づき、計画的に水道事業を推進してまいります。

次に、アの業務の状況でございますが、年度末における行政区域内人口及び給水人口はと

もに１万３，２０５人で、給水件数は６，７３８件、年間配水量は２７７万１，２３７立米

で、そのうち年間有収水量は１９７万９，８２４立米、有収率は７１．４％でございました。

次に、５ページに戻っていただきまして、損益計算書につきましてご説明申し上げます。

なお、その明細につきましては、２０ページからの収益費用明細書でもお示ししておりま

すので、併せてご覧ください。

それでは、５ページの損益計算書の１、営業収益につきましては、（１）の給水収益であ

ります水道料金の４億８，４７４万５，４０４円と、（２）のその他の営業収益として、閉

栓・開栓手数料など１０６万８，０００円を合わせまして４億８，５８１万３，４０４円と

なりました。

次に、２、営業費用でございますが、（１）原水及び浄水費は、施設の維持管理に係る委

託料９，５８５万９，３９１円や、施設の維持補修工事の費用として２，７２７万９，４８

０円を主なものとして、合計１億３，７３１万８，５０６円となりました。

（２）配水及び給水費は、漏水調査や水道メーターの検針業務の委託料に１，１１５万２

００円。本管の漏水工事や給水管・給水装置の修繕工事など工事請負費３，４９５万３，９

１０円を主なものとして、合計５，４９０万７，８３８円となりました。

（４）総係費は、職員８名と会計年度任用職員２名の人件費の合計６，９１６万２，６１

８円や、各施設の光熱水費６，４４２万３，４４０円を主なものとして、合計１億７，８３

９万５，５６６円となりました。

（５）減価償却費は、有形固定資産と無形固定資産を合わせて５億９，０７０万５，０２

２円を費用化し、営業費用の合計は９億６，１４３万２，９３２円となりました。

営業収益から営業費用を差し引きますとマイナスとなりますので、４億７，５６１万９，

５２８円の営業損失となりました。

次に、３、営業外収益でございますが、（１）受取利息として３万９，３１５円。（２）

他会計補助金は一般会計からの繰入金として、繰出基準に基づく繰入金４億１，１７９万９，

０００円。（３）長期前受金戻入につきましては、固定資産の取得時に交付を受けました補

助金や分担金等について、固定資産の取得耐用年数に応じて収益化した分として２億３，１

９９万９，６４８円を計上しました。

（４）雑収益につきましては、貸倒引当金戻入益として、過年度分水道料金の収入額２４



－６９－

０万１，２０１円を主なものとして２４７万３，００１円を計上し、これら営業外収益の合

計額は６億４，６３１万９６４円となりました。

次に、４、営業外費用は、（１）企業債の支払利息１億９６５万７，６４７円を主なもの

として１億２，２６７万８，６７６円となりました。３の営業外収益と４の営業外費用の差

引額は５億２，３６３万２，２８８円となり、さらに先ほどの営業損失４億７，５６１万９，

５２８円から差し引きした結果、経常利益は４，８０１万２，７６０円となりました。

当年度純利益の４，８０１万２，７６０円と前年度未処分利益剰余金を合わせて当年度未

処分利益剰余金は１億２，６７０万３，２３５円となりました。

次に、２７ページをご覧ください。

上段の資本的収入、１項、企業債では、建設改良事業の財源として、財政融資資金から現

年分と繰越分を合わせて１億４，７６０万円の借入れを行いました。

２項、分担金は、２３件の新規加入があり７００万７，０００円となりました。

３項、補助金は、ふるさとの水確保対策事業費補助金及び生活基盤施設耐震化補助金とし

て、合計で２，２３６万４，２００円の収入があり、４項の他会計負担金１，７００万円及

び５項の出資金１億４，３００万円は、企業債償還元金分の財源として一般会計から繰入金

として受けました。

６項、基金取崩収入は、水道事業基金から使途が特定されている分として、企業債元金償

還金の一部に充てるために１，６８４万２，９４３円の取崩しを行いました。

これらの資本的収入の合計は、３億８，２８４万８，９４３円となりました。

次に、２９ページの資本的支出では、１項、建設改良費、１目、施設整備費は、１４件の

測量設計業務の委託料と１０件の上水道管路の更新工事等で１億８，６７８万７，５００円

を支出し、２目、施設改良費では、道路改良工事に伴う３件の施設工事などで、５，８２１

万１，０００円を支出しました。

次に、２項、企業債償還金は、元金償還金として５億４，４４５万１，７４３円を返済し、

３項、基金繰入支出では、京都府ふるさとの水確保対策事業費補助金相当額６２３万９，０

００円を次年度以降の企業債償還金に充当するために基金に積立てし、資本的支出の総額は

８億２７万２，５４３円となりました。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額４億１，７４２万３，６００円は、

消費税資本的収支調整額１，６５７万９５円、過年度分損益勘定留保資金１億６，１９５万

１，６５４円及び当年度分損益勘定留保資金２億３，８９０万１，８５１円で補塡いたしま

した。
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次に、８ページ及び９ページの財務状況を表す貸借対照表につきまして、ご説明申し上げ

ます。

まず、資産の部、１の固定資産では、（１）の有形固定資産として、土地、建物、構築物、

機械、装置等で合計１０８億１，１３５万５，１５０円。（２）の無形固定資産として、畑

川ダム建設負担金による施設利用権として９億６，４３９万７，６３８円。また、（３）の

投資その他の資産として、水道事業基金３億４，７４８万８３０円で、固定資産の合計額は

１２１億２，３２３万３，６１８円となりました。

次に、２、流動資産につきましては、現金預金の３億２５３万２，４３８円。未収金は、

貸倒引当金を控除した額といたしまして１億７６５万８，３７３円。貯蔵品は、水道メータ

ーの在庫の額として１１万５０円で、流動資産の合計額は４億１，０３０万８６１円となり、

資産の合計額は１２５億３，３５３万４，４７９円となりました。

次に、９ページに移りまして、負債の部でございますが、３、固定負債の企業債につきま

しては、決算から１年を超えた令和４年度末時点における企業債の残額となりますが、６３

億４，１７１万７，２６０円。４、流動負債の（１）企業債につきましては、１年以内に償

還期限の到来するものの額で、令和４年度の償還額として５億５，８７６万７，９６９円と

なります。流動負債は、そのほかに未払金１億５，９２５万３，７６２円や賞与等引当金４

３４万１，０００円など、合計で７億２，２５６万２，００１円となりました。

次に、５の繰延収益につきましては、建設改良事業の財源となった補助金や分担金等の長

期前受金を減価償却の財源として収益化するもので、その累計額は４４億７，３８９万３，

７９８円となっており、負債の合計額は１１５億３，８１７万３，０５９円となりました。

次に、資本の部では、６の資本金の合計は８億６，８６５万８，１８５円。７の剰余金の

合計は１億２，６７０万３，２３５円で、資本の合計は９億９，５３６万１，４２０円とな

りました。

結果、負債資本の合計額は、資産の合計額と同額の１２５億３，３５３万４，１７９円と

なりました。

以上、簡単ではございますが、認定第１６号の補足説明とさせていただきます。ご審議賜

りますようよろしくお願い申し上げます。

○議長（梅原好範君） これより暫時休憩に入ります。再開は１５時１０分とします。

休憩 午後 ２時５４分

再開 午後 ３時１０分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。
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ここで暫時休憩します。

休憩 午後 ３時１０分

再開 午後 ３時１０分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

お諮りします。

認定第１号 令和３年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１６

号 令和３年度京丹波町水道事業会計決算の認定についてまでの審査については、１１名の

委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、認定第１号から認定第１６号は、１１名の委員で構成する決算特別委員会を設置

し、これに付託して審査することに決定しました。

暫時休憩します。

休憩 午後 ３時１１分

再開 午後 ３時１２分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

お諮りします。

ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第３

項の規定に、よりお手元に配付の決算特別委員会選任名簿のとおり指名したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、決算特別委員会の委員は、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり

選任することに決しました。

決算特別委員会をこの場において開催し、正副委員長の選任をお願いします。

暫時休憩します。

休憩 午後 ３時１２分

再開 午後 ３時１３分

○議長（梅原好範君） 休憩前に引き続き会議を再開します。

決算特別委員会において、正副委員長が決定しましたのでご報告いたします。
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委員長に東まさ子君、副委員長に松村英樹君。

以上のとおりであります。よろしくお願いいたします。

《日程第４４、報告第３号 健全化判断比率について～日程第４９、報告第８号 グリーンラ

ンドみずほ株式会社に関する経営状況について》

○議長（梅原好範君） 日程第４４、報告第３号 健全化判断比率についてから、日程第４９、

報告第８号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況についてまでを一括議題とし

ます。

町長の説明を求めます。

畠中町長。

○町長（畠中源一君） それでは、報告第３号から順次説明いたします。

報告第３号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、健

全化判断比率として次の４指標について報告するものであります。

まず、一般会計等を対象とし、赤字の程度を指標化した「実質赤字比率」は収支赤字がな

いため該当せず、また、財産区を除く全ての会計を対象とし、全体としての赤字の程度を指

標化する「連結実質赤字比率」につきましても、収支赤字がなく該当はありません。次の借

入金の返済額等を指標化して資金繰りの危険度を示す「実質公債費比率」につきましては、

前年度から０．９％減少し、１６．８％となっております。なお、同比率に係る早期健全化

基準は２５％であります。

また、借入金や将来にわたる負担の現時点での残高を指標化し、将来の財政負担の圧迫度

を示す「将来負担比率」につきましては、９８．８％でありました。これは令和２年度決算

の１０９．７％に比べ１０．９％減少しております。なお、同比率に係る早期健全化基準は

３５０％となっております。

以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。

次に、報告第４号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定に

より、公営企業の資金不足比率を報告するものであります。本町では、下水道事業特別会計、

国保京丹波町病院事業会計及び水道事業会計が対象となりますが、いずれも該当しませんで

した。なお、同比率の経営健全化基準は２０％となっております。

以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。

次に、報告第５号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会に関する経営状況につ

きましては、総収益が３億７，４３５万１，９０８円、運営管理に要する諸費用の合計は３
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億８，５６８万４，７２７円で、収支差額は１，１３３万２，８１９円の赤字決算となって

おります。

同協力会は、京都府の指定管理を受け、丹波自然運動公園施設の管理運営全般を行ってお

ります。

令和３年度も年間を通じて新型コロナウイルス感染症の影響を受け、施設利用の休止やキ

ャンセル、さらにはファミリープールのオープン数日前での休業決定など大変厳しい１年と

なり、総入園者数につきましては、約２４万２，０００人にとどまる結果となったところで

あります。

こうした中ではありますが、テニスコート７面の人工芝の張替工事をはじめ、陸上競技場

の２種継続検定、わくわくアスレチックパークのリニューアルなど施設環境の充実に取り組

みました。また、ソフト面では、コロナ禍における時代に即した公園の活用に向けて、デイ

キャンプサイトの貸出しやキッチンカーによる出店募集などの取組も進めました。

さらに、役場を発着点として丹波自然運動公園内を歩く健康ウオーキングコースを設定す

るなど町と公園とが共同した取組も進めております。

引き続き、スポーツやレクリエーションを通じて、家族や仲間との触れ合いの場、生涯ス

ポーツや学習の場となるよう連携を図ってまいります。

次に、報告第６号 一般財団法人京丹波農業公社の経営状況につきましては、経常収益は

８，２１７万９，６５２円、事業費及び管理費に係る経常費用が７，９５６万１６９円、経

常外費用として農業基盤強化準備金として２６１万９，４８３円を積立てし、令和３年度の

収支差額はマイナス２３万１，９１８円の赤字決算となっております。

収入の主なものは、黒大豆や小豆、ソバ、水稲、飼料用稲、堆肥散布など、作業等受託事

業収入として２，９５１万１，６７２円、ソバの加工品販売収入５０７万２，３１９円、受

け取り補助金として、町からの運営補助金２，８８１万円、堆肥による土づくり補助金等６

６２万８，８８５円、水田活用直接支払交付金など６２７万５，７２４円となっています。

同公社は、担い手の確保・育成を図り、効率的かつ安定的な農業経営に向けた農地の利用

集積の促進を図るとともに、農地管理や農作業受委託に併せ、特産である丹波黒大豆や瑞穂

大納言小豆、ソバの生産振興を図るとともに、ソバの加工販売や飼料用米・飼料用稲の栽培

とコントラクターとしての役割など、地域農業の総合的な振興を実践されております。今後、

さらなる経営強化へ向けた取組に期待するものであります。

次に、報告第７号 一般財団法人和知ふるさと振興センター全体の経営状況につきまして

は、経常収益は３億１，１３５万８，２０１円、経常経費は３億１，３９０万６，８０５円
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で、収支差額は２５４万８，６０４円のマイナスとなり、税引き後の収支差額は２６１万８，

６０４円の赤字決算となっております。

収入の主なものは、営業収入１億８，５５６万２，３７７円、農作業受託収入６，７７２

万７８２円、農作業受託部運営補助金など９５１万１，３３７円、わち山野草の森をはじめ

町施設の管理委託料４，４０９万７，６１４円であります。なお、農作業受託部の単独決算

につきましては、経常収益は７，３８９万９８３円を計上しており、経常経費は７，３７３

万３，１５４円であり、税引き後の収支差額は１５万７，８２９円の黒字決算となっていま

す。

同センターは、特産品等の販売、都市住民との交流、観光レクリエーションを通じた農林

水産業の振興など幅広い活動を目的に、道の駅「和」、わち山野草の森等の管理運営、農作

業受託と水稲育苗・米乾燥調整事業等を行っております。

また、高齢者買物支援事業なども行い、町内利用者の拡充を図っております。

令和３年度は、道の駅「和」でリニューアル後取組を始めた「粗利対策会議」を月１回開

催し、粗利目標の達成に向け、売れ筋商品や季節ごとのイベントを８回開催し企画ＰＲを行

い、売上促進に努めました。そのことを通じて、職員の粗利や売上げに対する意識を持ちな

がら運営に取り組みました。

今後におきましても、経営改革にも取り組まれ、さらなる経営の健全化に努め、地域産業

の活性化が促進されることを期待するものであります。

報告第８号 グリーンランドみずほ株式会社の経営状況につきましては、営業外収益等を

含む総収益は９，９５３万７，５３７円、法人税を含む運営管理に要する諸費用の合計は１

億９６９万６９円で、収支差額は１，０１５万２，５３２円の赤字決算となっております。

事業内容でありますが、施設全体の利用者は１７万５，３６７人で、前年度比９５．９％、

営業収入は１億２，７４２万２，３９３円で、前年度比８．３％の減収となっております。

令和３年度は、前年度に引き続き長引く新型コロナウイルス感染症の影響による緊急事態

宣言等の発出により、運動施設や宿泊の利用が大きく落ち込み、営業収益が前期に比べ減収

となりましたが、道の駅の売上げは過去７年間の平均売上げを上回ったところです。

そのような中、新型コロナウイルス対策として、国や京都府、町の支援策を活用し、新型

コロナウイルス感染症拡大防止に係るガイドラインに対応するため、コテージの改修やテニ

ス場のトイレの改修等を実施し、安心して施設をご利用いただく環境の整備を進めるととも

に、さらに経営改善に取り組んでいただけるものと期待しております。

以上、報告とさせていただきます。
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○議長（梅原好範君） 以上で、報告を終わります。

本報告については、９月２日午前９時から開催の全員協議会において、質疑等の機会を設

けますので、ご了承ください。

《日程第５０、会期中の継続審査について》

○議長（梅原好範君） 日程第５０、閉会中の継続審査を議題とします。

総務産建常任委員長から、委員会において審査中の事件について、会議規則第７５条の規

定により、お手元に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続審査の申出がありました。

お諮りします。

総務産建常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（梅原好範君） 異議なしと認めます。

よって、総務産建常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定い

たしました。

以上で、本日の議事日程は全て終了いたしました。

よって、本日はこれをもって散会いたします。

次の本会議は、６日に再開しますので、定刻までにご参集ください。

この後、議会広報広聴特別委員会が開催されますので、委員の皆さんには、大変お疲れの

ところご苦労さまですが、よろしくお願いいたします。

本日は、大変ご苦労さまでした。

散会 午後 ３時２６分
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地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。

京丹波町議会 議 長 梅 原 好 範

〃 署名議員 松 村 英 樹

〃 署名議員 森 田 幸 子


